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創
刊
の
僻
大
野
精

昨
年
度
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ブ
界
に
想
ひ
し
て
庚
田
戸
七

蓋
山
の
動
機
・
伊
藤
秀
五

札
幌
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
距
離
競
走
の

感
想
及
順
位
一
束
（
上
）
商
橋

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
に
就
て
木
原

雑
錐

△
察
沼
小
屋

‐
ム
ヘ
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エ
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△
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１ｋ

本
邦
に
於
け
る
山
岳
或
は
ス
キ
ー
に
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ
が
近
時
異
常
に
躍
進
的
興
隆
を
来
た
し
た
る
は
剛
民
心
身
の
鍛
錬
並
北
其
の
向
上
に

封
し
て
同
慶
に
堆
え
ざ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

山
岳
並
に
ス
キ
ー
に
開
す
る
月
刊
雑
誌
「
川
と
ス
キ
ー
」
は
大
正
十
年
六
月
よ
り
北
大
ス
キ
ー
部
の
右
志
に
よ
り
て
渡
刊
せ
ら
れ
、
本
年
七

月
ま
で
満
九
ヶ
年
の
間
各
位
の
御
援
助
に
よ
り
て
糖
績
し
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
畢
生
等
が
自
己
の
勉
畢
並
に
自
己
の
ス
ポ
ー
ツ
の
変
際
の
除
暇
の
仕
事
と
し
て
は
、
除
り
に
も
荷
重
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
結
局
雨

兎
を
通
ふ
も
の
は
一
兎
だ
に
得
す
の
誹
り
を
免
れ
ざ
る
状
態
に
立
ち
至
り
、
開
係
者
の
一
人
と
致
し
ま
し
て
汗
顔
に
堆
え
ぬ
次
第
で
あ
り
ま
す

蓮
憾
乍
ら
「
山
と
ス
キ
ー
」
は
既
に
第
百
誠
を
以
て
陵
刊
致
し
、
自
然
「
山
と
ス
キ
ー
の
含
」
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

先
年
我
等
の
敬
慕
し
奉
れ
る
秩
父
宮
殿
下
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
厳
冬
の
北
海
道
を
御
覗
察
遊
ば
さ
れ
、
同
時
に
手
稲
、
奥
手
稽
或
は
一
一
セ

コ
ァ
ン
や
チ
セ
・
ヌ
プ
リ
等
の
山
々
を
ス
キ
ー
に
て
御
登
り
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
事
は
全
北
海
道
民
の
光
築
と
し
て
忘
る
能
は
ざ
る
事
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
我
等
ス
キ
ー
同
好
家
は
総
て
我
が
事
の
様
に
悪
ぴ
感
激
せ
ら
る
典
の
で
あ
り
ま
す
。

一

創
刊
の
辞

、

大
野

精

上

．
甲
、
、
、
Ｕ
Ｄ
Ｉ
、
、
Ｌ
昼
守
●
い
き
邸
ｎ
ｑ
ｈ
ｒ
ｒ
〃
〃
．
“
盈
電
’
』

１
０

Ｉ



恐
燃
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
山
岳
と
ス
キ
ー
に
閥
す
る
研
究
調
査
及
び
奨
励

二
，
山
岳
と
ス
キ
ー
に
閥
す
る
登
料
蒐
集
並
に
岡
祥
及
博
物
館
の
設
笹

を
Ⅲ
的
と
し
て
雑
誌
「
山
と
雪
」
を
綾
刊
す
る
鞭
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
元
よ
り
誉
利
的
刊
行
物
で
は
無
く
、
唯
本
邦
唯
一
の
山
岳
ス
キ

ー
月
刊
雑
誌
を
糖
績
せ
し
め
、
同
時
に
本
邦
に
於
け
る
Ⅲ
岳
と
え
キ
ー
に
閥
す
る
進
股
を
計
り
度
い
と
忠
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

此
庭
に
「
山
と
雪
の
含
」
．
を
設
立
す
る
に
至
っ
た
梗
概
を
述
べ
ま
し
て
名
位
の
斯
逆
義
展
に
鋤
す
る
瀧
来
の
御
厚
誼
を
希
ふ
次
第
で
あ
り
ま

す
。

忠
へ
ば
雑
誌
の
綿
獅
、
綾
行
或
は
集
金
、
准
迭
等
総
て
少
数
の
ス
キ
ー
部
興
が
擬
牲
的
に
や
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

畢
生
は
蕊
校
へ
迩
皐
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
が
あ
る
。
そ
の
躍
生
が
冬
期
は
或
は
ス
キ
ー
の
選
手
と
し
て
活
動
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
従
っ
て
自
然

雑
誌
の
仕
躯
に
映
陥
を
生
じ
て
来
る
。
殊
に
笹
業
方
而
と
は
全
く
縁
の
遁
い
畢
生
に
や
ら
せ
る
の
は
今
日
の
欣
態
で
は
無
理
で
あ
る
。
よ
し
や

り
得
る
畢
生
が
あ
っ
た
に
し
て
も
卒
業
す
れ
ば
遠
く
離
散
し
て
し
ま
う
、
一
定
所
に
定
住
性
の
無
い
畢
生
に
大
き
な
雑
誌
の
刊
行
を
弧
ゆ
る
の

は
弧
ゆ
る
方
が
悪
る
か
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
此
の
光
築
あ
る
雑
誌
の
刊
行
は
北

に
、
「
山
と
雪
の
含
」
を
組
織
し

■一一

溌
時
御
供
申
し
上
け
た
る
北
大
ス
キ
ー
部
の
仲
間
は
「
山
と
ス
キ
ー
の
含
」
の
聯
に
就
い
て
御
下
問
を
受
け
、
雑
誌
の
刊
行
を
禰
紬
す
可
き

様
と
の
右
難
き
御
言
菜
を
賜
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
円
遂
に
「
山
と
ス
キ
ー
」
を
解
散
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
に
儲
っ
て
、
私
共
は
涙
を
流
し
て

池
の
刊
行
は
止
め
た
く
無
い
。
此
塵
に
於
て
同
人
八
箔
利
寄
り
て
「
川
と
ス
キ
ー
の
含
」
と
同
じ
粘
祁
を
以
て
新
た

か
ｂ
，
Ｉ
Ｐ

毎

恩
禰
Ｉ
：
畔
椛
櫛
蕊
蝿

２ 己



庚
川
戸
七

随
分
大
誉
な
兄
出
し
で
ば
あ
り
ま
す
が
峠
シ
ー
ズ
ン
－
つ
震

り
一
九
二
九
’
一
九
三
○
年
の
シ
ー
ズ
ン
ー
に
於
て
私
の
兄
た
競

技
念
を
綜
合
し
て
、
此
虚
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
競
技
に
棚
す
る
私
兄

を
些
か
述
べ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

私
は
昨
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
か
ら
札
幌
に
開
催
さ
れ
た
一
月
十
二

円
の
揃
松
富
殿
下
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
開
場
ジ
ャ
ム
プ
大
倉
、
一
月

十
九
日
同
じ
く
札
幌
に
開
催
の
全
剛
躍
生
ス
キ
ー
大
倉
、
一
月
壮
六

日
の
札
幌
に
於
け
る
北
海
蓮
ジ
ャ
ム
プ
選
手
桃
大
倉
（
全
日
本
ス
キ

ー
選
手
椎
大
含
藤
選
含
）
、
二
月
三
ｎ
大
鰐
に
開
か
れ
た
全
ｎ
本
ス
キ

ー
聯
盟
主
催
の
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
椎
大
含
等
に
於
て
観
察
し
た
庭

を
綜
合
し
て
感
想
を
記
し
て
兄
様
と
忠
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

、
仰
咽
や
＃

昨
年
度
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
界
に
想
ひ
し
て

』
藤
Ｉ
捉
皇
‐
‐
唾
ｖ
Ｊ
画
●
、
鯉

雑
に
す
る
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
る
が
，
秩
父
宮
殿
下
の
奪
い

恩
〃
川
し
と
、
大
倉
再
七
郎
男
需
の
特
別
な
る
御
厚
志
と
に
よ
っ
て
、

我
が
ｎ
本
の
ス
キ
ー
界
は
、
去
る
シ
ー
ズ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
三
大
選

手
よ
り
親
し
く
ス
キ
ー
術
の
指
導
を
受
け
、
奮
演
を
眼
の
あ
た
り
兄

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

而
し
て
昨
シ
ー
ズ
ン
に
は
ぽ
に
其
成
果
加
側
が
我
が
図
ス
キ
ー
界

に
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
課
で
あ
る
。

ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
一
行
は
、
一
昨
シ
ー
ズ
ン
の
終
り
に
ｎ
本
の
蓮

ノ
ル
ウ
ェ
ー
三
大
選
手
の
成
果

剛

『
。



秒
卜
・
Ｉ
ワ
○
』
画
小
伽
解

郵

己

札
幌
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
の
三
十
五
米
の
最
長
不
倒
、
大
鰐
で

の
三
十
七
米
五
○
の
雌
長
不
例
、
野
潔
で
の
四
十
八
米
五
○
の
雌
長

不
倒
記
録
は
、
従
来
の
日
本
記
録
を
遥
か
に
抜
い
た
記
録
で
あ
る
と

い
ふ
紬
に
於
て
、
日
本
の
ジ
ャ
ム
プ
レ
コ
ー
ド
の
一
跳
躍
の
跡
が
鏡

は
れ
、
且
つ
亦
技
術
の
進
歩
も
此
記
録
を
生
む
ま
で
に
押
し
て
来
て

居
る
と
兄
る
の
が
。
最
も
公
平
な
兄
方
で
あ
ら
う
。

然
り
こ
れ
等
の
最
長
不
倒
記
録
を
作
っ
た
開
口
、
牧
爪
、
大
森
の

三
飛
は
、
技
術
の
進
況
に
於
て
健
か
に
兄
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

技
術
的
進
況
を
見
た
諸
溌
の
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
少
く
と
も
多
数

優
秀
選
手
の
現
は
れ
て
来
た
こ
と
は
、
少
く
と
も
庶
接
、
間
接
ノ
ル

ウ
ェ
ー
三
大
選
手
の
指
導
と
笹
演
の
大
な
る
功
統
の
反
映
と
言
は
ね

ば
な
ら
な
い
。
此
意
味
か
ら
し
て
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
三
大
選
手
は
充
分

な
る
成
果
を
我
が
ｎ
本
の
ス
キ
ー
界
に
辿
し
た
も
の
で
あ
る
。

飛
行
距
離
と
技
術

最
初
に
比
較
的
大
き
な
競
技
含
で
そ
し
て
そ
の
一
つ
の
聖
で
の
雌

長
不
例
距
離
成
紙
を
あ
け
で
兄
や
う
。

蜂
室
。
津
芦
一
一
壷
画
夢
嵐
薦
耕
蔑
汁
動
．
塞
口
潟
誤
三

宝
。
誌
汁
蕊
浄
一
堂
箭
十
ｌ
際
制
薦
汁
翰
寿
田
岸
詳
欝
・
執

』 』

手
達
の
技
術
の
向
上
し
た
こ
と
を
非
常
に
賞
め
且
つ
自
分
達
の
指
導

し
た
こ
と
が
、
も
う
其
頃
に
筏
現
さ
れ
て
来
た
こ
と
を
兄
て
大
へ
ん

喜
ん
で
蹄
つ
た
。

蛎
程
に
少
く
と
も
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
は
一
シ
ー
ズ
ン
を
出
で
ず
し

て
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

昨
年
度
は
シ
ー
ズ
ン
か
ら
云
ふ
と
未
だ
漸
く
一
年
側
に
過
ぎ
な
い

が
そ
の
進
況
振
り
は
先
づ
目
蝿
し
い
と
言
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ら
う

昨
シ
ー
ズ
ン
、
若
し
も
作
、
祁
津
、
村
本
譜
が
未
だ
畢
生
で
あ
る

と
し
た
な
ら
、
恐
ら
く
其
進
況
に
藤
き
が
か
よ
っ
て
居
た
虚
で
あ
ら

う
が
、
辿
憾
乍
ら
畢
生
生
活
を
去
っ
て
疫
吐
倉
に
出
分
て
充
融
通
の

つ
く
時
間
を
持
た
な
い
偏
に
技
の
練
癖
の
時
間
に
不
足
し
て
、
昨
シ

ー
ズ
ン
の
終
り
の
目
斑
し
い
進
況
に
豚
き
の
か
上
っ
た
庭
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
非
栴
に
辿
憾
で
あ
っ
た
。

ず
っ
と
前
か
ら
ジ
ャ
ム
プ
を
や
っ
て
届
る
人
達
に
樺
太
で
商
Ⅲ
、

牧
Ⅲ
、
野
門
、
北
海
逆
で
械
地
、
満
水
、
他
地
方
へ
行
っ
て
奥
山
、

加
久
井
、
佃
中
、
馬
場
、
新
井
、
出
野
の
諸
需
が
居
る
が
、
こ
の
人

達
の
大
部
分
は
一
昨
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
選
手
の
ジ
ャ
ム
プ
振
り
を
兄
，

且
つ
又
指
導
を
受
け
た
人
達
で
、
こ
れ
等
の
人
達
の
昨
シ
ー
ズ
ン
の

活
躍
振
り
は
、
己
に
何
回
も
錐
に
さ
れ
た
塵
で
あ
る
。



盾
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野
達
の
大
倉

．
こ
の
記
録
は
緒
方
政
光
荊
の
ア
サ
ヒ
ス
ポ
ー
ッ
の
記
蛎
と
、
樹
永

正
信
蒋
の
記
事
と
、
大
森
譜
の
言
葉
と
、
夏
の
野
溌
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の

設
計
間
に
よ
っ
て
私
兄
を
述
べ
る
。

天
候
は
良
好
、
雲
蛮
も
悪
く
は
な
か
っ
た
山
。
大
森
飛
に
言
は
す

と
、
雪
礎
が
良
く
な
い
の
で
距
離
が
川
ま
せ
ん
で
し
た
と
云
っ
て
脈

る
Ｏ

ア
プ
ロ
ー
チ
は
九
二
米
、
雌
大
傾
斜
は
裏
側
で
は
測
度
で
あ
る
が

シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
傾
斜
は
八
度
位
、
聖
の
揃
さ
約
二
米
、
群
陸
斜
而
は

延
長
約
六
○
米
、
雌
大
傾
斜
三
十
六
度
（
訓
米
Ｉ
州
米
）
間

而
も
此
シ
ャ
ン
ツ
ェ
て
は
雌
長
川
十
五
が
手
一
杯
で
あ
る
。
だ
か

ら
囚
十
米
迄
の
レ
コ
ー
ド
が
出
て
尚
良
い
の
で
あ
る
。

次
に
大
鰐
の
大
稗
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

天
候
、
雪
質
、
絶
好
の
競
技
日
和
で
あ
っ
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ
は
九
五
米
除
、
雄
大
傾
斜
洲
度
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
伽

斜
四
’
五
度
、
若
陸
斜
而
延
長
距
離
約
㈹
・
米
。

こ
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
で
は
雌
長
不
例
川
○
米
が
手
一
杯
の
状

態
で
あ
っ
た
０

５ ５

｛
ベ
員
荒
覇
穂
割
一
一
一
葵
汁
噂
汁
熱
障
黒
鹿
．
画

先
づ
こ
の
三
つ
が
昨
年
度
作
ら
れ
た
各
地
で
の
優
秀
な
も
の
で
あ

る
Ｏ

こ
の
記
録
を
殿
に
兄
た
だ
け
で
勿
論
ジ
ャ
ム
パ
ァ
の
技
傭
を
比
較

す
る
様
な
方
も
な
い
だ
ら
う
が
、
私
は
今
此
記
録
を
巡
っ
て
飛
躍
蕊

と
技
術
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
や
う
と
忍
ふ
。

札
幌
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
と
、
大
鰐
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
と
野
津
の
シ

ャ
ン
ツ
ェ
の
三
つ
の
親
模
を
知
り
，
大
倉
常
円
の
状
況
を
詳
さ
に
知

る
人
に
こ
の
三
つ
の
記
録
の
内
で
、
ど
れ
が
優
れ
て
居
る
で
せ
う
と

問
ふ
て
見
た
い
。

ヒ
ン
ト
は
私
が
こ
れ
か
ら
冊
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

先
づ
北
海
道
選
手
椎
大
倉
で
開
口
許
の
作
っ
た
記
録
三
十
五
米
の

大
衡
併
冊
の
棋
様
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

天
候
は
北
西
風
相
常
に
狸
く
、
時
々
吹
雪
き
あ
り
。
晴
間
と
瓜
の

な
い
時
を
選
ん
で
飛
ば
ね
ば
な
ら
な
い
搬
態
で
あ
っ
た
。

ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
中
等
度
の
良
好
状

態
で
あ
っ
た
。

雲
礎
は
前
夜
の
降
雪
を
充
分
踏
み
堅
め
た
状
態
で
稲
軟
で
あ
っ
た

ア
プ
ロ
ー
チ
は
四
十
五
米
除
、
此
間
の
堆
大
傾
斜
は
三
十
六
度
、
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大
分
ス
タ
ー
ト
の
方
に
雪
を
盛
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
三
○
度

以
上
は
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

、
、
、
、
、

蕊
の
傾
斜
は
不
明
だ
が
下
向
き
と
畑
心
ふ
。
落
ち
て
飛
ん
で
居
る
新

聞
な
ぞ
の
黛
坑
を
兄
て
判
る
し
亦
他
の
レ
コ
ー
ド
を
兄
て
も
判
る
蒲

陸
断
而
は
、
約
一
○
○
米
、
最
大
傾
斜
郷
（
泌
米
’
㈹
米
）
間

こ
の
聖
で
は
岐
長
不
例
馴
米
は
楽
を
出
ね
ば
嘘
で
あ
る
。

私
は
こ
の
三
つ
の
ヒ
ン
ト
の
み
を
あ
け
て
、
解
答
の
縦
は
世
間
が

、
、
、
、

ウ
ル
サ
ィ
か
ら
落
さ
な
い
。

た
圏
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
規
模
が
如
何
に
記
録
に
影
無
し
て
行
く
か
を

述
べ
て
，
そ
し
て
此
シ
ー
ズ
ン
の
ジ
ャ
ム
プ
技
術
が
ど
う
動
い
て
来

て
居
る
か
を
孝
へ
て
兄
や
う
。

飛
躍
の
新
記
録

一JＩ

飛
雌
の
距
離
表
に
よ
っ
て
、
雌
も
良
い
レ
コ
ー
ド
の
作
ら
れ
た
の

は
、
野
撰
温
泉
に
於
け
る
二
月
九
日
の
利
宮
競
按
含
で
あ
っ
た
。

成
年
細
で
神
火
の
大
森
数
雄
飛
は
遂
に
川
十
八
米
五
○
と
い
ふ
新

日
本
記
録
を
作
っ
て
居
る
し
、
少
年
組
で
は
同
じ
く
雄
大
の
竹
内
政

勝
糾
が
四
十
五
米
の
少
年
組
新
記
録
を
作
っ
て
勝
る
。

設
備
の
大
き
さ
も
亦
こ
の
記
録
の
出
る
こ
と
に
あ
づ
か
つ
て
力
あ

（

紗 つ
た
こ
と
と
忠
ふ
。

締
方
旋
光
耕
か
ら
、
僕
の
腿
へ
莱
沸
を
よ
こ
し
て
Ｈ
く
「
人
夫
頭

、
、
、

は
な
か
ノ
く
Ｉ
つ
ら
い
。
セ
ッ
セ
、
と
今
雛
ん
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
猿
み
聖
の

け
て
鵬
る
。
う
ん
と
レ
コ
ー
ド
を
出
さ
せ
て
兄
た
い
と
思
っ
て
勝
る

ん
だ
。
」
と
云
っ
て
よ
こ
し
た
が
、
直
光
溌
の
努
力
の
賜
物
が
こ
ん
ど

の
新
記
録
の
生
れ
た
こ
と
に
大
い
に
拠
っ
て
力
あ
る
こ
と
は
興
っ
て

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
ぜ
技
術
が
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
規
棋
に
平
行
し
て
行
っ
て
雁
た
か
ど

う
か
が
問
題
で
あ
る
。

と
い
ふ
こ
と
は
、
蕊
が
火
き
く
な
っ
た
畔
に
飛
ん
で
脳
る
一
人
の

優
れ
た
選
手
が
、
小
さ
い
規
模
の
蕊
で
マ
キ
シ
マ
ム
を
飛
ん
で
届
た

時
の
技
術
を
出
し
て
飛
ん
で
居
る
か
ど
う
か
、
此
腿
が
ジ
ャ
ム
バ
ァ

の
技
術
を
見
る
一
番
大
切
な
塵
で
あ
る
。

元
来
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
規
模
は
、
或
稚
度
ま
で
ジ
ャ
ム
プ
技
術
の
進

況
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
動
す
べ
か
ら
ざ
る
事
柄
で
あ
る

尚
又
数
多
く
競
技
命
が
附
惟
せ
ら
れ
、
ジ
ャ
ム
バ
プ
の
試
練
と
も

な
り
練
習
と
も
な
る
機
含
を
典
へ
て
や
る
こ
と
も
亦
甚
だ
ジ
ャ
ム
プ

競
技
を
向
上
さ
せ
る
紬
に
於
て
緊
要
な
こ
と
で
あ
る
。

細
い
技
術
の
練
脅
に
は
、
必
ず
し
も
大
き
な
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
必
要

I】６
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陸そ
し
て
幾
多
の
無
名
の
士
に
競
技
の
機
含
を
典
へ
て
や
っ
た
こ
と
が

優
秀
な
選
手
の
傑
出
を
見
た
所
以
で
あ
る
。

競
技
倉
を
数
多
く
各
地
方
で
開
催
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
も
つ
と

も
つ
と
競
技
用
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
を
各
地
に
作
っ
て
欲
し
い
。

そ
し
て
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
を
よ
り
多
く
の
人
達
に
味
は
せ
、

そ
し
て
幣
及
さ
せ
て
、
そ
の
内
か
ら
水
泳
の
瓶
石
、
鶴
川
蒋
や
陸
上

の
紙
Ⅲ
満
、
南
部
斜
の
様
な
仙
界
的
傑
物
を
出
し
た
い
。
こ
れ
が
私

ｎ
頃
の
希
望
で
あ
る
。

ジ
ヤ
ム
ブ
競
技
は
距
離
の
み
で
は
な
い

ジ
ャ
ム
プ
競
技
は
距
離
の
み
を
問
題
と
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
今

災
喋
々
は
無
駄
で
あ
る
。

「
飛
行
の
披
術
の
秤
得
」
こ
れ
が
大
き
な
塊
棋
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
に

行
け
ば
自
づ
と
距
離
を
作
っ
て
く
れ
る
。

判
り
易
く
言
へ
ば
、
技
術
の
進
況
が
卵
米
級
の
蕊
に
行
っ
て
五
○

米
の
記
録
を
出
せ
る
程
度
に
進
ん
で
居
れ
ば
、
高
づ
と
卵
米
の
レ
コ

ー
ド
を
生
む
選
手
が
出
る
の
で
あ
る
。

然
し
餓
披
と
な
る
と
、
な
か
ノ
ー
武
力
が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
し

叉
昨
に
は
征
力
を
出
さ
す
に
飛
ん
で
終
ふ
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
は
猛

戸
Ｉ

と
は
し
な
い
が
、
競
技
に
日
洋
一
龍
ね
て
自
信
を
つ
け
る
の
に
は
、
大

き
な
蓋
を
、
そ
し
て
極
点
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
蓋
を
数
多
く
飛
ん

で
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

技
術
の
急
速
に
進
歩
す
る
人
は
、
よ
り
以
上
の
聖
に
行
く
に
つ
れ

て
一
脈
技
術
が
進
む
も
の
で
あ
る
。

此
意
味
に
於
て
Ⅱ
本
に
私
は
競
技
川
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
の
少
い

こ
と
を
嘆
す
る
一
人
で
あ
る
。

ｕ
下
の
庭
Ｒ
本
に
は
未
だ
赤
城
山
と
野
深
温
泉
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の

他
に
は
、
ま
づ
競
技
用
と
し
て
外
団
の
一
流
を
連
れ
て
来
て
飛
ば
せ

て
も
良
い
も
の
が
な
い
。

良
い
規
模
の
競
技
川
の
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
が
数
多
く
名
地
に
出

来
る
様
な
時
代
が
来
て
こ
そ
、
多
く
の
傑
出
し
た
選
手
を
兄
出
す
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
ジ
ャ
ム
プ
競
技
の
機

含
を
各
地
の
人
達
に
典
へ
て
や
る
こ
と
は
結
局
そ
の
技
術
の
渡
達
と

普
及
に
な
り
、
多
く
の
人
材
を
生
む
こ
と
に
な
る
位
の
こ
と
は
三
才

の
童
兇
で
も
判
る
庭
で
あ
る
。

、
、
、

ｎ
本
の
水
泳
や
陸
上
競
技
が
枇
界
の
レ
ベ
ル
に
職
け
登
っ
て
来
た

こ
と
は
、
名
地
に
多
く
の
理
想
的
と
雷
は
る
る
大
プ
ー
ル
や
、
大
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
設
瞳
を
兄
、
且
つ
帯
地
方
に
競
技
命
が
繁
々
と
行
は
れ



為
の
歌
態
が
さ
う
さ
せ
る
場
合
が
多
い
。

例
へ
ば
競
技
曾
が
数
少
い
様
な
場
合
、
ど
う
し
て
も
此
大
含
で
蟹

く
飛
ん
で
良
い
成
談
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
な
場
合
即
ち
競

技
命
に
拘
束
さ
れ
る
様
な
時
は
、
蕪
従
木
噛
の
筏
力
が
出
な
い
こ
と

が
よ
く
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
此
の
悲
味
に
於
て
も
も
つ
と
ノ
、
数
多

く
ジ
ャ
ム
プ
競
技
含
定
開
催
し
て
欲
し
い
と
言
ひ
た
い
の
で
あ
る
。

、
、
、

本
勝
に
フ
ー
フ
ィ
な
気
持
で
飛
べ
る
様
な
競
技
倉
が
数
多
く
各
地
で

開
催
さ
れ
る
円
を
私
は
望
む
の
で
あ
る
。

此
意
味
に
於
て
私
は
赤
城
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
惟
に
秤
び
出
し
て
欲

し
い
と
云
ひ
た
い
。

畠

』 ヤ
ン
ッ
ヱ
が
泣
い
て
居
る
と
ば
か
り
云
ふ
課
に
も
行
か
な
い
。
ま
た

群
馬
螺
の
前
の
内
務
部
長
岡
本
保
雄
氏
が
樺
太
へ
鱒
任
し
て
終
っ
た

、
、
、
、

の
で
ガ
ッ
タ
リ
際
の
方
で
顧
み
て
く
れ
な
く
な
っ
た
と
い
ふ
の
で
、

赤
城
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
忘
れ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
と
云
ふ
人
も
あ
る

が
、
こ
れ
も
一
つ
の
原
囚
に
は
相
達
な
い
が
、
然
し
あ
の
立
派
な
シ

ャ
ン
ツ
ェ
を
何
故
世
に
出
す
様
に
考
へ
て
く
れ
る
人
が
届
な
い
の
で

あ
ら
う
か
。

未
だ
赤
城
山
に
は
、
女
ち
ゃ
ん
以
下
締
将
氏
の
家
の
子
郎
雛
が
あ

の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
守
っ
て
居
る
で
は
な
い
か
。

恐
ら
く
こ
の
人
達
は
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
面
倒
は
い
く
ら
も
見
て
く
れ

る
帯
で
あ
る
。
大
曾
を
組
織
し
て
く
れ
る
人
さ
へ
あ
れ
ば
良
い
の
で

あ
る
。一
昨
年
は
群
馬
蛎
臓
と
東
京
朝
日
新
聞
軸
と
が
主
催
し
て
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
三
大
選
手
を
迎
へ
て
花
々
し
い
ジ
ャ
ム
プ
大
倉
を
開
催
し
て

下
さ
っ
て
、
ど
の
位
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
界
に
効
瓢
し
て
下
す

っ
た
か
知
れ
な
い
。

ど
う
か
今
後
も
紬
い
て
こ
の
大
倉
を
や
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
居

た
が
、
昨
年
は
迩
憾
な
が
ら
梁
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
三
二
年
の
オ
リ
ッ
ピ
ッ
ク
も
間
近
い
こ
と
で
あ
る
。
必
勝
を

§§

赤
城
の
シ
ヤ
ン
ヅ
ヱ
を

世
に
出
し
て
欲
し
い

暇
潔
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
と
赤
城
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
、
本
州
で
は
、
競

技
川
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
と
し
て
値
打
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
私
が
己
に
繰
返
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
が
、
昨
年

赤
城
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
枇
に
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
淵
に
喚
か
は

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

締
芥
六
合
雄
氏
が
千
島
へ
飛
ん
で
行
っ
て
終
っ
た
偏
に
赤
城
の
シ
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技
術
の
蕊
這
．

私
は
昨
シ
ー
ズ
ン
の
ジ
ャ
ム
プ
界
を
兄
て
、
我
が
固
の
ジ
ャ
ム
プ

技
術
は
一
跳
躍
の
縛
換
期
に
入
っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
己
に
ア
サ
ヒ

ス
ポ
ー
ッ
に
響
い
た
こ
と
が
あ
る
。

而
し
て
昨
シ
ー
ズ
ン
の
帯
地
の
競
技
を
兇
た
人
は
大
部
分
私
の
兄

解
に
同
感
で
あ
る
と
恩
ふ
。

た
し
か
に
昨
シ
ー
ズ
ン
の
我
が
剛
の
ジ
ャ
ム
プ
技
術
の
進
況
は
、

肯
日
の
ジ
ャ
ン
プ
振
り
の
域
を
脱
し
て
来
て
居
る
。

而
し
て
塔
ジ
ャ
ム
バ
ァ
が
、
こ
の
縛
換
期
に
入
っ
て
如
何
に
技
術

の
向
上
の
偏
に
努
力
し
つ
上
あ
る
か
を
も
充
分
兄
る
こ
と
が
出
来
る

人
数
の
少
数
を
言
ふ
勿
れ
。

樺
太
の
浦
田
、
牧
田
、
竹
内
兄
弟
、
北
海
道
方
而
で
宮
村
、
開
口

四
シ
谷
、
阿
部
、
丸
山
、
其
他
の
地
方
で
奥
川
、
祁
代
、
出
野
の
諸

譜
等
狩
の
進
況
に
封
し
て
は
、
鴬
然
眼
の
あ
る
人
は
賞
讃
の
言
葉
を

期
し
て
行
く
漁
に
は
，
美
非
と
も
五
○
米
の
レ
コ
ー
ド
に
自
信
を
持

て
る
ジ
ャ
ム
バ
ァ
を
送
ら
ね
ば
い
け
な
い
。
，

承
れ
て
赤
城
山
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
大
含
の
開
催
さ
れ
ん
こ
と
を
望

む
。

§呈
す
る
で
あ
ら
う
。

ジ
ャ
ム
プ
界
で
先
輩
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
語
弊
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
仲
、
祁
灘
、
村
本
の
諸
荊
が
、
昨
年
不
振
で
あ
っ
た
と
云
ふ

が
、
健
か
に
練
習
不
足
で
あ
る
。
こ
れ
は
吐
含
に
出
て
終
っ
た
こ
と

で
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、
、

然
し
作
耕
は
日
曜
毎
に
東
京
か
ら
ワ
ザ
ノ
、
大
命
Ⅲ
指
し
て
内
地

の
ス
キ
ー
場
に
練
習
に
行
っ
て
届
た
と
か
、
祁
澱
淵
は
八
師
関
の
至

蜜
の
如
く
崇
敬
さ
れ
て
、
昨
年
八
師
閲
の
ス
キ
ー
隊
の
大
活
動
の
偏

に
誰
力
し
、
之
が
東
北
地
方
の
ス
キ
ー
界
に
反
禅
を
典
へ
、
良
き
東

北
の
ラ
イ
タ
ー
と
な
っ
て
居
る
こ
と
は
、
東
北
ス
キ
ー
史
上
に
残
さ

る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
彼
が
若
し
も
足
首
を
修
め
な
か
っ
た
な
ら
ば

全
日
木
大
含
欝
時
の
彼
の
燕
闘
は
期
し
て
待
つ
べ
き
も
の
が
あ
っ
た

に
机
述
な
い
。

村
本
譜
は
第
七
師
関
に
入
っ
て
、
殆
ん
ど
毎
土
、
日
曜
札
幌
へ
出

か
け
て
来
て
は
、
練
習
し
て
居
た
が
、
何
と
一
薦
っ
て
も
畢
生
時
代
の

様
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
様
だ
。

少
く
と
も
こ
れ
等
の
三
猫
が
昨
年
の
全
日
本
ス
キ
ー
大
倉
の
ジ
ャ

ム
プ
競
技
に
入
蛍
の
機
を
逸
し
た
と
は
云
へ
、
畢
窓
を
去
っ
て
も
筒

今
後
の
活
動
を
続
け
ん
と
し
て
居
る
心
情
は
、
如
何
に
奪
い
か
知
れ

り９



、

な
い
。
こ
れ
等
の
諸
沿
の
こ
の
努
力
が
、
こ
の
意
気
が
日
本
ス
キ
ー

界
特
に
ジ
ャ
ム
プ
界
に
刺
梁
を
典
へ
て
居
る
こ
と
は
筆
や
口
で
は
表

せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

先
シ
ー
ズ
ン
の
終
り
に
晦
深
へ
合
布
し
た
束
水
方
而
の
大
翠
専
門

畢
校
の
諸
瀦
は
、
ど
う
い
う
飛
び
型
を
し
て
居
た
か
私
は
知
ら
な
い

が
、
少
く
と
も
札
幌
へ
来
て
札
幌
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
飛
ん
だ

時
の
ジ
ャ
ム
プ
振
り
を
見
て
私
は
こ
の
進
況
と
云
ひ
た
い
飛
行
を

兄
た
。

札
幌
で
は
、
法
政
の
祁
代
瀦
、
鼎
大
の
奥
山
洲
、
明
大
の
栗
容
川

我
、
北
大
の
武
野
荊
蝶
は
傑
出
し
て
鵬
た
方
で
あ
っ
た
。

紬
い
て
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ヂ
で
は
、
上
記
の
諸
荊
に
続

い
て
北
大
に
五
十
嵐
譜
が
名
を
出
し
て
居
る
。

北
大
の
宮
村
譜
は
雌
も
蝿
望
さ
れ
て
居
た
一
人
で
あ
っ
た
が
、
遂

に
大
倉
前
足
首
を
傷
め
て
充
分
そ
の
武
力
を
稜
排
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
こ
と
を
私
は
雛
だ
辿
憾
に
忠
ふ
。

そ
の
後
私
の
淵
係
し
た
大
倉
に
全
道
選
手
椎
大
含
、
北
海
道
中
等

畢
校
選
手
椎
大
倉
が
あ
る
。

此
庭
で
断
然
名
を
表
し
た
の
が
小
樽
の
開
口
譜
、
四
シ
谷
瀦
で
あ

る
。
阿
部
飛
（
札
師
）
丸
山
譜
（
揮
商
）
等
も
こ
れ
等
の
大
命
が
生

み

ノ；》１

qＪ

Ｚｌ し なア振飛のし商法譜で竹ん
北たるラ今り恐商ぴ蹄て冊をの飛あ内次だ
海いＣｌ後彩ら、力み前弧．し飛行る兄い新
道Ｏこケ大兄く霧を切傾はてぴ振ｏ弟で人
のをきて商にしり姿従居型り、二で

特鮎とな政、類てに勢来る（こに大月あ
にをら蕊良ツヤ似来比が常ｏ類っ和のる
札大なですはしてＩ陵殆に私似いⅢ全Ｏ
ＩＩ兇いく競る先て屑的ん満がしての日
地にて技こ年居る良ど飛愛て云諾本
力樺はがと赤る。きな雛つ届ふ飛大
の太、開に城の前か法たるなが念
ジの到催藩でに傾つになｏら稚祁
ヤ諸底さ手ノ竹姿た脇あ叩ば剛桝
ム瀦追れしル内勢がすとち、し大
プにひるたウ謡花、る見前樺て命
の老つにもエを兄今飛た傾太猪に
韮婆いつのＩ私せ年びの姿のを樺
況心てれで蓮（まては力.は勢諸あ大．
振ま行てあ手推次、を商の．ｲヤぐの
りでけ合ら達す第持しⅢ不は・る牧
はにな理うの。に前て瀦足慨にｉｌｌ
おい的とジ合の屑でなし到、
札知こな忠ヤ理揃たあ商てつ商
幌らとうふム的飛ｏる飛牧た川
にせにオ・プな雌そ。畷、の、

1０ IＣ
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建
乃
画

地
で
見
る
人
の
眼
を
驚
か
し
た
飛
び
方
を
し
て
居
た
が
、
「
あ
の
フ
ォ

ー
ム
も
札
幌
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
憂
え
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
か
」
と
私

は
聞
き
た
い
虚
で
あ
る
。

同
蒋
の
長
は
サ
ッ
シ
の
力
弧
さ
と
、
フ
ラ
イ
ト
の
強
い
前
傾
（
そ

れ
は
決
し
て
不
合
理
で
は
な
い
）
に
あ
る
が
、
難
す
べ
き
鮎
も
亦
多

々
あ
る
。

祁
三
私
は
同
荊
に
苦
言
を
呈
す
る
が
、
許
雌
の
動
作
ま
で
力
を
入

れ
て
そ
の
後
に
も
う
一
蒲
張
り
頑
張
る
こ
と
を
望
む
。
そ
し
て
来
年

、
、
、

は
迭
非
立
派
な
フ
ォ
ー
ム
で
立
っ
て
欲
し
い
。

小
樽
の
開
ｎ
洲
、
去
年
沼
脆
で
あ
の
小
さ
い
蕊
で
抜
群
の
成
紙
を

兄
せ
て
へ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
一
行
に
感
嘆
の
蝶
を
典
へ
た
同
沿
は
、
年

が
未
だ
若
い
か
ら
除
り
賞
め
る
と
早
老
に
な
っ
た
り
、
進
歩
が
止
っ

て
終
ふ
と
い
け
な
い
か
ら
、
綾
篭
す
る
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
や
り
た

い
〃
で
あ
る
。

札
幌
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
開
き
の
時
に
は
未
だ
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
恐

し
棚
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
練
智
不
足
の
様
で
あ
っ
た
。
去
年
沼
尻
で

見
た
時
の
而
彩
が
一
向
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
が
俄
然
北
海
道
諜
選
で

素
破
ら
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
見
せ
て
、
少
く
と
も
欝
時
の
ス
タ
イ
ル
ジ

ャ
ッ
ヂ
白
烏
飛
と
僕
と
輔
佐
の
村
本
飛
に
讃
嘆
の
盤
を
咽
喉
ま
で
催

【Ｉ

私
が
住
ん
で
居
る
開
係
で
一
番
精
し
い
こ
と
が
云
へ
る
ｃ

如
何
に
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
良
き
ジ
ャ
ム
バ
ァ
を
生
む
か
と
い
ふ
こ
と

が
今
シ
ー
ズ
ン
痛
切
に
我
が
胸
を
打
っ
て
く
れ
た
。

札
幌
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
、
現
在
今
シ
ー
ズ
ン
で
は
未
だ
練
習

川
と
し
て
一
般
向
き
で
は
な
い
が
、
あ
の
蕊
が
如
何
に
良
き
ジ
ャ
ム

プ
技
術
を
教
へ
て
く
れ
た
か
は
、
私
が
今
更
此
虚
に
喋
点
す
る
ま
で

も
な
く
、
良
き
ジ
ャ
ム
パ
ァ
が
生
れ
た
こ
と
で
判
る
。

今
シ
ー
ズ
ン
比
較
的
整
っ
た
飛
び
方
で
合
瑚
的
に
飛
ん
で
居
た
内

に
早
太
奥
山
荊
が
居
る
が
、
商
橋
荊
の
話
に
よ
る
と
、
あ
の
フ
ォ
ー

ム
は
札
幌
へ
来
て
あ
の
蕊
を
飛
ん
で
三
日
Ⅲ
か
ら
蝿
え
た
と
云
っ
て

居
た
。ジ
ャ
ム
ブ
の
年
数
の
不
足
な
人
に
は
、
さ
う
す
ぐ
は
あ
の
整
っ
た

型
は
蝿
え
ら
れ
ま
い
が
、
奥
山
譜
は
加
常
ジ
ャ
ム
プ
を
や
っ
て
居
る

人
で
あ
る
と
私
は
思
ふ
。
だ
か
ら
良
き
蕊
は
彼
に
良
き
フ
ォ
ー
ム
を

典
へ
た
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
良
い
。
た
瞥
難
は
や
上
も
す
る
と
力

な
き
ジ
ャ
ム
ブ
に
賂
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
・
よ
づ
あ
れ
か
ら
後
の
大

倉
毎
に
優
秀
な
成
演
を
あ
け
て
居
る
奥
山
謡
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
第

一
者
で
あ
ら
う
。

法
政
の
刺
代
瀦
、
フ
ラ
イ
ト
の
フ
ォ
ァ
ラ
ー
ゲ
で
札
幌
、
大
鰐
名



Ｆ

割
、

〃
ば
や
⑪

後
で
同
飛
に
聞
い
た
虚
、
た
し
か
に
さ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
あ

の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
若
陸
斜
而
の
緩
い
の
は
気
の
燕
で
あ
っ
た
と
言
っ

た
ら
、
い
や
よ
く
修
理
さ
れ
て
居
た
の
で
斜
而
が
念
に
な
っ
た
な
あ

と
思
っ
て
飛
ん
だ
と
云
っ
て
居
た
。
味
ふ
く
き
哉
此
一
言
、
ジ
ャ
ム

プ
の
選
手
諸
講
に
僕
は
提
す
。

同
荊
は
未
だ
芽
が
出
て
来
た
ば
か
り
の
ジ
ャ
ム
パ
ァ
で
、
こ
れ
か

ら
愈
々
本
常
に
油
の
乗
る
時
代
に
入
る
の
で
あ
る
。
明
後
年
の
オ
リ

ム
ピ
ッ
ク
行
に
は
大
い
に
期
待
を
裏
切
ら
れ
な
い
様
に
努
力
し
て
、

行
っ
て
欲
し
い
。

札
幌
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
未
だ
若
い
良
い
ジ
ャ
ム
バ
ァ
を
生
ん

で
届
る
。

そ
れ
は
札
幌
師
範
の
阿
部
英
三
話
と
、
小
樽
の
四
シ
谷
勇
講
と
丸

山
飛
で
あ
る
。
こ
の
三
人
の
選
手
達
は
ど
う
い
う
蕊
で
線
脅
し
て
居

た
か
は
詳
し
く
知
ら
な
い
が
、
勿
論
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
様
な
大
き

な
蕊
で
飛
ん
で
屑
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
小
さ
い
蕊
で
う
ん
と
練

需
し
て
来
て
居
る
人
に
は
、
楽
々
と
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
良
き
フ
ォ

ァ
ラ
ー
ゲ
の
フ
ォ
ー
ム
を
と
ら
せ
て
く
れ
て
居
る
。

フ
ラ
イ
ト
の
フ
ォ
ー
ム
だ
け
な
ら
丸
川
（
が
一
番
良
い
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
が
、
未
だ
ジ
ャ
ム
プ
全
体
が
未
成
品
で
あ
る
こ
と
が
同
沿
の

叩
『 色

さ
せ
た
ｃ

然
し
未
だ
練
需
不
足
だ
と
私
は
思
っ
て
居
た
。

後
で
聞
い
て
見
る
と
小
樋
の
畔
に
勤
め
て
ゐ
た
頃
は
一
日
徹
夜
し

て
翌
日
は
休
日
の
三
’
四
時
間
を
痕
て
、
そ
し
て
練
脅
し
て
居
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
而
も
こ
れ
が
彼
の
日
常
生
活
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら

札
幌
の
大
含
に
来
る
時
は
何
時
も
睡
眠
不
足
の
状
態
を
以
て
大
命
に

出
て
来
て
居
た
課
で
あ
る
。

而
も
そ
の
不
規
則
な
Ｈ
常
生
活
、
非
健
康
的
な
日
常
生
活
を
し
て

届
て
、
北
海
逆
橡
避
で
あ
の
立
派
な
成
紙
を
あ
け
た
こ
と
を
賞
め
る

こ
と
は
過
蕊
で
も
何
で
も
な
い
、
儲
然
で
あ
る
。
若
し
そ
の
過
褒
に

竹
じ
て
大
家
に
な
っ
て
終
ふ
様
で
あ
っ
た
ら
、
同
溌
の
前
途
は
も
う

終
ひ
だ
と
私
は
云
ふ
で
あ
ら
う
。

大
鰐
へ
行
っ
て
僕
が
今
度
来
た
北
海
道
に
素
破
ら
し
い
選
手
が
出

た
と
云
っ
て
周
り
の
人
達
を
吹
き
ま
く
っ
て
や
っ
た
が
、
大
倉
の
時

に
は
と
う
ノ
ー
本
鴬
の
素
破
ら
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
兄
せ
な
か
っ
た
の

で
、
ど
う
し
た
と
私
は
言
は
れ
た
が
、
私
は
ど
う
も
し
は
し
な
い
の

で
あ
る
。

大
鰐
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
、
あ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
か
ら
，
あ
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
ふ
様
に
飛
ん
で
居
た
の
で
せ
う
と
答
へ
た
。



誰
が
言
ひ
出
し
た
か
ジ
ャ
ム
プ
王
閏
北
大
。

昨
年
の
不
振
に
封
し
て
は
、
誌
上
で
兎
角
の
評
を
す
る
こ
と
を
私

は
敢
て
し
な
い
。

凋
落
と
語
ら
ん
人
は
語
れ
、

没
落
と
一
言
ひ
た
い
人
は
一
言
ふ
が
良
い
。

昂
ａ
飼
込

03

8曲
＝

而
し
て
敢
て
私
は
昨
年
の
不
況
を
選
手
達
の
不
幸
躯
続
出
に
よ
っ

た
と
は
云
ひ
た
く
な
い
。

そ
し
て
叉
北
大
ス
キ
ー
部
に
鋤
す
る
希
望
と
か
懲
痴
ら
し
い
こ
と

は
何
も
筆
に
し
な
い
。

己
に
北
大
ス
キ
ー
部
の
現
在
の
人
達
に
は
、
凡
べ
て
が
間
連
ひ
な

く
判
断
せ
ら
れ
、
そ
し
て
捷
悟
さ
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
凡

べ
て
の
川
意
は
築
か
れ
て
勝
る
で
あ
ら
う
か
ら
。

そ
し
て
北
大
の
第
一
線
に
立
つ
柿
地
耕
、
武
野
訓
、
村
井
黙
、
満

村
荊
、
奥
井
飛
、
五
十
胤
荊
、
開
飛
等
々
が
よ
く
一
致
協
力
し
て
冷

日
の
北
大
の
ジ
ャ
ム
プ
の
柴
を
現
出
す
る
で
あ
ら
う
。

東
北
，
信
越
方
向
の
ジ
ャ
ム
プ
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。

鵜
地
方
に
は
、
未
だ
大
鰐
へ
出
場
し
て
来
な
か
っ
た
選
手
の
内
で

優
秀
な
選
手
諸
瀦
も
居
る
様
で
あ
る
が
、
先
づ
大
鰐
へ
や
っ
て
来
た

選
手
諸
溌
を
兄
る
と
、
樺
太
、
北
海
道
の
選
手
及
び
こ
の
地
方
の
出

身
の
ジ
ャ
ム
バ
ァ
の
技
術
に
は
一
歩
を
譲
っ
て
勝
る
様
に
忍
は
れ
る

飯
山
に
は
良
き
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
あ
り
比
核
的
優
秀
な
選
手
と
し
て

商
橋
糾
と
い
ふ
人
が
名
花
架
け
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
様
で
あ
る
。
此

庭
大
い
に
信
越
、
東
北
方
而
の
ジ
ャ
ム
プ
の
倫
一
．
屑
の
講
闘
と
努
力

を
望
み
た
い
。

$

粥
来
を
思
は
せ
る
。
四
シ
谷
瀦
と
阿
部
飛
と
は
何
れ
も
若
陸
の
動
作

に
悪
い
癖
が
あ
る
。
あ
の
薪
陸
の
テ
レ
マ
ー
ク
ジ
ッ
ッ
エ
ン
ま
で
は

良
い
が
一
方
は
右
肩
を
出
す
癖
が
あ
り
、
他
考
は
左
而
を
出
す
癖
が

あ
っ
て
、
そ
れ
に
体
重
が
二
人
共
殆
ん
ど
後
ろ
に
残
っ
て
飛
ん
で
届

、
、

る
。
だ
か
ら
イ
ザ
と
い
ふ
鹿
で
頑
張
る
力
が
出
・
一
餅
に
鱒
ん
で
終
っ
て

居
る
。

此
紬
大
い
に
改
良
の
除
地
が
あ
る
。

尚
此
他
に
今
年
札
幌
の
記
念
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
作
っ
た
良
き
選
手
は

多
く
届
る
が
以
上
の
凹
討
は
若
年
で
あ
る
だ
け
先
が
大
い
に
あ
る
。

此
四
人
が
野
羅
の
祁
宮
大
含
に
行
っ
た
ら
恐
ら
く
何
れ
か
一
人
は
五

○
米
の
レ
コ
ー
ド
を
出
し
た
に
逃
ひ
な
い
と
私
は
忠
ふ
。
若
い
こ
の

四
人
の
選
手
諸
猫
の
特
別
の
脚
重
と
技
術
の
練
需
を
大
い
に
期
待
す

る
０
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§ｉ 的
に
練
雷
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
は
蛎
賀
で
あ
る
が
、
此
鮎
を
大
い
に

努
力
さ
れ
た
い
。

吾
人
は
、
シ
ー
ズ
ン
を
送
る
に
儲
っ
て
僻
来
へ
の
希
望
、
特
に
一

九
三
二
年
の
オ
リ
ッ
ピ
ッ
ク
ヘ
の
準
備
を
立
て
よ
う
で
は
な
い
か
。

ジ
ヤ
ム
ブ
練
習
と
競
技
含

ジ
ャ
ム
技
術
の
進
歩
を
促
し
、
普
及
を
測
る
偏
に
雌
も
大
切
な
事

柄
は
こ
の
二
つ
の
像
件
で
あ
る
。
こ
の
峰
件
に
川
意
を
提
供
す
る
も

の
は
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
の
設
備
で
あ
る
。

練
需
に
開
し
て
は
一
人
の
親
切
な
る
、
そ
し
て
該
抑
の
料
識
を
右

し
、
正
し
く
指
導
し
て
く
れ
る
ト
レ
ー
ナ
ー
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

論
を
倹
た
な
い
。

仲
間
同
志
の
研
究
、
こ
れ
は
勿
論
必
要
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方

而
の
問
題
は
他
円
に
護
り
、
吾
々
は
練
脅
と
競
技
念
に
開
係
の
深
い

時
期
の
問
題
を
今
考
へ
て
兄
よ
う
。

蒋
々
の
坑
剥
に
味
の
入
っ
た
練
群
は
何
時
や
る
べ
き
か
、
而
し
て

何
時
出
来
る
で
あ
ら
う
か
。

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
る
。

そ
る
ノ
、
練
脅
に
取
り
か
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

1４ 【‘Ｉ

而
し
て
ジ
ャ
ム
プ
技
術
か
ら
云
ふ
な
ら
ば
、
健
か
に
大
部
分
の
ジ

ャ
ム
バ
ァ
達
に
は
器
部
分
々
々
の
技
術
に
つ
い
て
の
概
念
は
持
た
れ

て
来
た
様
で
あ
る
。
こ
の
黙
だ
け
で
も
昔
、
の
ｎ
本
の
ジ
ャ
ム
プ
技

術
の
殻
を
破
っ
て
届
る
と
私
は
忠
ふ
。

更
に
今
年
優
秀
な
る
成
紙
な
あ
け
つ
上
あ
る
ジ
ャ
ム
バ
ァ
達
は
、

ジ
ャ
ム
プ
で
一
稀
大
切
な
踏
み
切
り
法
と
、
空
中
に
於
け
る
前
傾
飛

行
法
に
つ
い
て
深
く
蒋
心
し
て
居
た
様
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
苦
心

力
作
の
跡
は
健
か
に
歴
然
と
器
大
含
で
肌
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

黙
に
も
破
殻
躍
進
の
映
像
を
兄
る
こ
と
が
出
来
ぁ
。

更
に
進
ん
で
蕪
態
よ
り
脱
し
た
る
、
藩
き
記
鎌
を
遥
か
に
抜
き
出

た
飛
行
距
離
記
録
の
現
出
、
こ
れ
も
亦
燕
シ
ー
ズ
ン
の
眺
跳
で
あ
り

今
シ
ー
ズ
ン
の
牧
盤
で
あ
る
。

而
し
て
新
人
の
誰
出
も
亦
数
ふ
に
足
る
べ
き
大
い
な
る
牧
潅
で
あ

る
Ｏ

五
○
米
、
六
○
米
の
記
録
の
現
出
し
な
か
っ
た
こ
と
は
辿
憾
と
云

へ
ば
辻
憾
で
あ
ら
う
が
、
現
今
の
肱
態
を
以
て
し
て
は
記
録
の
火
を

除
り
に
要
求
す
る
こ
と
は
少
し
い
い
。

斯
く
観
察
を
進
め
て
来
る
な
ら
ば
、
本
シ
ー
ズ
ン
の
牧
礎
の
大
な

り
し
こ
と
を
溶
易
に
落
人
は
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
一
方
全
般
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３
競
技
命
は
、
外
側
謎
り
で
は
十
二
月
仏
五
日
に
は
、
大
抵
の
塵
で

ク
リ
ス
マ
ス
大
含
と
し
て
，
シ
ー
ズ
ン
初
頭
の
競
技
倉
が
開
催
さ
れ

て
勝
る
。

我
が
剛
で
は
十
二
月
中
に
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
ム
ブ
の
競
技
含
は
始

ん
ど
其
例
を
未
だ
聞
か
な
い
。

良
き
選
手
を
作
り
、
ジ
ャ
ム
プ
を
蒋
及
す
る
偏
に
は
競
技
含
の
数

多
き
こ
と
を
雄
も
必
要
と
す
る
。
試
練
は
此
庭
に
あ
る
か
ら
で
あ
る

如
何
な
る
方
而
の
技
術
で
も
職
業
に
於
て
も
数
多
く
そ
の
鞭
に
経

職
を
排
っ
て
勝
る
人
に
は
敵
は
な
い
こ
と
は
巳
に
刑
知
の
聯
庇
で
あ

↓
心
○

一
人
で
コ
ッ
ノ
、
練
習
し
て
行
く
こ
と
に
は
勿
論
奪
い
庭
が
あ
る

然
し
そ
の
成
果
を
繋
げ
胸
分
の
努
力
の
跡
、
研
究
の
光
り
を
知
ら
ん

と
す
る
な
ら
ば
、
業
を
同
じ
う
し
、
技
を
等
し
く
し
て
立
つ
人
達
と

競
ふ
こ
そ
始
め
て
自
己
の
試
練
の
第
一
歩
が
始
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
Ｏ

競
技
に
進
ん
で
居
る
人
達
は
恐
ら
く
こ
の
試
練
の
機
含
の
多
い
こ

と
を
望
ん
で
居
る
で
あ
ら
う
し
、
亦
さ
う
あ
る
べ
き
が
総
然
で
あ
る

こ
の
意
味
に
於
て
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
も
亦
数
多
く
の
競
技
命
の
開

催
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

1５巧

こ
の
こ
と
は
、
何
時
も
新
し
き
シ
ー
ズ
ン
を
迎
へ
る
に
備
っ
て
等

し
く
吾
々
の
抱
く
虚
で
あ
る
。

然
し
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
て
本
職
に
練
祷
ら
し
い
練
智
の
鵬
来

る
の
は
、
北
海
逆
方
而
に
於
て
さ
へ
初
雪
後
少
く
と
も
二
週
、
必
至

三
週
Ｒ
を
必
要
と
す
る
。
年
に
よ
っ
て
は
積
雲
垂
が
少
く
っ
て
三
週

、
後
を
以
て
し
て
も
満
足
の
練
智
を
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
得
な
い

場
合
が
あ
る
。

一
月
に
入
れ
ば
も
う
矢
潅
ぎ
竿
に
競
技
倉
が
開
始
さ
れ
る
。

大
倉
を
迎
へ
て
の
練
評
に
は
、
ま
た
異
っ
た
気
分
が
作
ら
れ
る
け

れ
ど
，
そ
の
間
の
練
智
に
は
も
う
梁
存
と
し
た
気
持
で
、
よ
く
考
へ

て
落
藩
い
た
気
持
で
練
脅
が
出
来
な
く
な
る
。
同
然
焦
っ
て
来
る
様

な
小
に
な
る
。

此
意
味
か
ら
云
っ
て
吾
々
は
春
の
シ
ー
ズ
ン
を
雌
も
有
効
に
練
脅

に
職
て
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
心

来
年
は
も
う
間
も
な
く
来
る

来
年
が
来
て
か
ら
来
年
の
準
備
で
は
巳
に
遅
い
。

吾
々
が
来
る
べ
き
年
の
燕
闘
を
期
す
る
な
ら
ば
、
去
り
行
か
ん
と

す
る
前
シ
ー
ズ
ン
に
術
を
立
て
そ
し
て
充
分
考
へ
て
研
究
練
解
に
と

り
か
上
ら
ね
ば
い
け
な
い
と
思
ふ
。
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も 論
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全
土
の
お
祭
り
で
あ
り
、
そ
し

て
そ
の
大
命
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
選
手
の
大
き
な
希
望
を
役
す
る
も
の
で

あ
り
、
亦
選
手
達
の
盗
龍
門
で
あ
り
、
健
か
に
世
界
的
で
あ
る
。

こ
の
最
も
椛
威
あ
る
大
倉
に
柴
響
を
捷
ち
得
ん
が
偏
に
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
各
地
方
の
選
手
は
努
力
し
、
名
地
方
の
ク
ラ
ブ
は
亦
地
方
出
身

の
選
手
に
良
き
成
紙
を
あ
け
し
め
ん
と
し
て
、
永
い
年
月
幾
多
の
苦

心
を
積
ん
で
来
て
居
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
鮒
に
ジ
ャ
ム
プ
か
ら
云
っ
て
も
、
競
技
川
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ

を
大
抵
の
ク
ラ
ブ
が
持
っ
て
居
る
。
ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
の
話
に
よ
れ

ば
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
級
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
オ
ス
ロ
ー
の
近
く
で
さ
へ

二
十
右
除
も
あ
ゐ
と
云
っ
て
居
た
。

そ
の
名
地
方
地
方
で
の
ジ
ャ
ム
プ
設
肺
の
整
備
が
幾
多
の
優
秀
な

る
選
手
を
飛
出
し
て
、
今
日
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ジ
ャ
ム
プ
の
隆
盛
淀

火
し
て
居
る
こ
と
は
槌
か
で
あ
る
。
而
し
て
試
練
の
機
愈
を
数
多
く

細
た
選
手
が
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
第
一
人
瀞
と
な
り
、
オ
リ
ム
ピ
ァ

マ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
な
っ
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
堅
陣
を
形
作
っ
て
居
る

の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
界
を
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に

５１

或
一
つ
の
大
含
で
一
躍
焼
名
を
畢
け
る
選
手
を
以
て
天
才
児
と
人

達
は
呼
ん
で
居
る
が
、
そ
の
天
才
的
の
人
に
は
、
或
は
名
を
あ
け
る

ま
で
競
技
命
ら
し
い
競
技
念
に
出
た
こ
と
が
な
く
、
始
め
て
或
一
つ

の
競
技
愈
に
出
て
橘
を
あ
け
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
を
以
て
天
才
的
選
手
を
生
む
偏
に
競
技
含
は
数
多
く
と
も
宜

し
い
と
い
ふ
こ
と
を
断
じ
て
は
間
述
ひ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
雌
に

天
才
的
と
云
は
れ
た
る
人
の
没
落
の
￥
い
例
を
需
々
が
搭
稚
の
通
勤

競
技
に
眼
を
鱒
じ
て
見
れ
ば
券
易
に
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

試
練
の
機
愈
を
多
く
典
へ
る
偏
に
、
蒋
々
の
ジ
ャ
ム
プ
方
而
の
競

技
令
開
催
の
多
か
ら
ん
こ
と
を
此
虚
に
繰
返
す
と
共
に
州
競
技
倉
に

必
要
な
る
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
ヒ
ル
の
設
置
の
、
各
地
に
今
日
以
上
数
多

く
出
現
せ
ん
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
競
技
合
は
、
た
蝉
一
つ
し
か

な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
資
に
世
界
的
に
右
名
な
こ
と
は
間
遮
ひ
な

い
動
そ
の
雌
大
椛
威
あ
る
競
技
倉
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
た
し
か
に
あ

の
大
倉
一
つ
で
あ
る
様
に
忠
ふ
。

然
し
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
は
、
も
う
一
つ
全
国
的
の
毎
年
名
地
持
廻
り

で
開
催
し
て
鵬
る
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
選
手
椎
大
含
が
あ
る
こ
と
を
も

私
達
は
知
っ
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
キ
ー
界
を
兄
ね
ば
な
ら
ず
、
叉
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可

§の
冬
季
競
技
で
は
、
も
う
今
か
ら
そ
の
準
備
に
入
っ
て
計
悲
を
琴
へ

て
早
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

私
は
前
に
昨
シ
ー
ズ
ン
の
我
が
図
の
ジ
ャ
ム
プ
界
の
状
勢
を
以
て

一
跳
躍
し
た
と
述
べ
た
。
そ
れ
が
躯
疫
で
あ
る
か
ら
さ
う
述
べ
た
の

で
あ
る
。
而
し
て
今
シ
ー
ズ
ン
を
過
ぎ
た
染
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
理
想

的
に
設
備
の
整
っ
た
競
技
場
を
必
要
と
す
る
傾
向
に
ま
で
進
む
こ
と

は
癖
易
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

吾
等
は
一
九
三
二
年
の
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
行
は
、
第
一
回
の
如
き
兄

畢
第
一
で
出
溌
す
る
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
行
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
忠

ふ
。
少
く
と
も
柊
為
は
入
歯
間
内
に
一
歩
を
進
め
る
此
意
気
込
と
奨

悟
を
以
て
出
渡
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
否
、
此
悲
筑
込
み
と
豊
悟
を
奔

等
後
陣
に
術
へ
を
偏
し
て
鵬
る
も
の
は
、
派
遥
さ
る
上
選
手
達
に
塘

っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
忠
ふ
。

此
篤
に
は
、
衆
シ
ー
ズ
ン
名
地
で
数
多
く
の
ジ
ャ
ム
プ
大
倉
を
開

き
、
そ
し
て
右
望
な
る
選
手
を
名
地
よ
り
推
薦
さ
せ
、
来
詳
を
期
し

て
雄
も
迩
紺
な
地
を
選
び
選
手
の
許
す
限
り
合
同
合
称
を
鯛
さ
し
め

そ
し
て
そ
の
内
か
ら
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
行
に
錐
も
適
淵
な
選
手
を
決
定

す
る
様
に
す
べ
き
で
あ
る
と
私
は
述
べ
る
。

そ
し
て
若
し
猫
川
の
出
途
さ
へ
あ
る
な
ら
ば
ノ
ル
ウ
ェ
ー
よ
り
股

1７ １７

い
く
比
蛎
せ
し
め
ん
と
獄
す
る
な
ら
ば
多
く
の
整
っ
た
ジ
ャ
ム
ピ
ン

グ
ヒ
ル
の
出
現
と
、
そ
し
て
数
多
く
の
試
煉
を
典
へ
て
や
る
様
に
ジ

ャ
ム
プ
競
技
命
の
顔
寿
と
開
催
さ
れ
ん
こ
と
を
、
三
度
私
は
緋
返
す

次
第
で
あ
る
。
而
も
こ
の
こ
と
が
日
本
の
ジ
ャ
ム
プ
界
を
外
而
と
内

券
と
共
に
充
溌
せ
し
め
る
事
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

吾
々
が
ジ
ャ
ム
プ
を
軒
及
さ
せ
、
延
い
て
は
世
界
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー

に
比
滴
せ
ん
が
偏
に
今
、
努
力
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
吾
左
は
何
れ

外
閲
人
に
遊
党
に
来
て
貰
ひ
・
た
い
鰯
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
を
壮
ん
に

し
、
ス
キ
ー
場
を
数
多
く
殖
や
さ
う
と
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
吾

等
は
常
に
批
界
が
加
手
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
吾
等
が
一
日
も
早
く
世
界
的
に
な
る
篇
に
良
き
方
法
と
手
段
と

を
以
て
、
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
プ
界
否
ス
キ
ー
界
の
偏
に
お
互
が

努
力
し
て
届
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
九
三
二
年
の
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
の
前
哨
戦
は
、
来
年
の
シ
ー
ズ
ン

に
行
は
れ
る
時
期
に
ま
で
、
も
う
押
し
迫
っ
て
来
て
居
る
。

来
年
の
シ
ー
ズ
ン
の
来
る
前
に
レ
ー
ク
プ
レ
シ
ッ
ド
（
一
九
三
二

年
冬
季
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
の
開
催
せ
ら
る
上
ア
メ
リ
カ
の
旨
富
国
緯
‐

邑
曽
一
．
一
釦
）
の
オ
リ
ム
ピ
ァ
行
の
準
備
を
語
る
は
少
し
早
い
と
忠
ふ

人
が
あ
る
か
も
知
れ
ん
が
、
夏
の
競
技
に
先
だ
っ
て
行
．
は
れ
る
誓
々
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稲
を
結
ぶ
に
勝
っ
て
日
本
の
ジ
ャ
ム
ブ
界
の
み
な
ら
ず
日
本
の
ス

キ
ー
界
が
昨
シ
ー
ズ
ン
躍
進
し
た
跡
を
禅
び
、
そ
し
て
橋
選
手
諸
沿

の
健
闘
に
慰
鍔
し
、
更
に
一
九
三
二
年
の
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
を
目
指
し

て
、
名
選
手
諸
飛
の
自
重
と
良
き
準
備
を
と
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
次

第
で
あ
る
。
（
三
○
・
五
脱
稿
）

此
私
の
考
へ
は
濁
り
ジ
ャ
ム
ブ
に
の
み
限
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。

オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
行
の
チ
ー
ム
に
封
す
る
希
望
で
あ
る
。

§Ｓ

も
迩
盤
な
る
一
流
の
選
手
一
名
で
良
い
か
ら
招
鵬
し
て
こ
の
合
同
合

桁
の
ト
レ
ー
ナ
ー
た
ら
し
め
一
僻
オ
リ
ム
ピ
ァ
一
行
の
技
術
と
健
脚

的
意
鋪
と
憂
悟
を
狸
間
に
し
て
や
る
方
法
を
と
っ
て
や
っ
て
欲
し
い

と
私
は
日
本
の
ス
キ
ー
界
に
叫
び
た
い
。

先
年
の
サ
ン
・
モ
リ
ッ
ッ
の
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
の
シ
ー
ズ
ン
に
於
て

も
、
イ
タ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

一
流
を
呼
ん
で
正
し
き
理
論
と
良
き
溌
淡
を
供
せ
ら
れ
、
そ
し
て
あ

の
サ
ン
・
モ
リ
ッ
ッ
の
成
紙
に
ま
で
洲
ぎ
つ
け
て
勝
る
の
で
あ
る
。
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ｲ）

登
山
の
動
機

Ⅱ
園
麗

る
や
う
に
、
山
に
無
理
解
な
登
山
宥
達
に
依
て
山
の
祁
聖
が
汚
さ
れ

よ
う
が
、
と
に
か
く
山
登
り
が
現
代
の
雄
も
ア
ト
ラ
ク
チ
ー
ブ
な
流

行
の
一
つ
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
疑
の
な
い
半
蛮
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
勿
論
邸
な
る
浮
薄
な
流
行
に
の
み
引
き
ず
ら
れ
て
何
ら
の
向
擬

な
し
に
行
く
多
く
の
蓋
山
者
も
存
花
し
よ
う
。
け
れ
ど
も
ま
た
或
る

人
達
に
と
っ
て
は
、
山
盗
り
は
ラ
ス
キ
ン
の
い
ふ
「
思
索
』
で
あ
り
、

或
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
い
ふ
墨
希
」
で
あ
り
、
或
は
キ

ン
グ
レ
ィ
ク
の
い
ふ
「
創
造
」
で
あ
り
、
或
は
ま
た
フ
ィ
ン
チ
の
い

ふ
如
く
人
生
に
於
て
一
‐
生
命
」
そ
の
も
の
に
次
ぐ
と
こ
ろ
の
最
大
に

し
て
最
上
の
ゲ
イ
ム
で
あ
る
と
い
ふ
や
う
に
、
何
者
に
も
換
へ
難
い

生
活
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
事
資
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
ま
た
山

溌
り
を
龍
な
る
娯
楽
と
し
て
日
術
生
活
に
と
り
入
れ
て
ゐ
る
人
も
あ

Ｆ
》

あ
の
桃
蘭
西
の
雌
も
優
れ
た
近
代
登
山
家
の
一
人
で
あ
り
、
ｎ
つ

山
岳
丈
畢
史
上
に
燦
然
た
る
箱
を
と
野
め
て
ゐ
る
エ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ

ベ
エ
ル
の
い
ふ
や
う
に
、
私
達
の
こ
の
日
常
の
愛
化
に
乏
し
い
班
な

る
蟹
み
の
み
の
生
活
の
な
か
へ
、
山
盗
り
に
鋤
す
る
磁
い
希
望
を
と

、
、

り
い
れ
る
こ
と
が
、
果
し
て
ひ
と
つ
の
よ
り
よ
い
生
活
を
得
る
一
）
と

に
な
る
か
ど
う
か
は
し
ば
ら
く
州
営
、
査
川
（
紘
）
の
歴
史
の
比
較
的

新
し
い
我
闘
で
さ
へ
、
如
何
に
多
数
の
人
が
そ
の
「
枕
し
い
山
登
り
」

を
質
行
し
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
寧
ろ
驚
異
的
で
あ
る
。
そ
し

て
ま
た
、
こ
の
や
う
に
山
登
り
が
近
年
急
速
に
一
般
化
さ
れ
て
来
た

こ
と
の
理
由
が
何
腿
に
あ
ら
う
と
、
或
は
ま
た
雲
煙
の
如
く
に
押
し

寄
せ
る
蓋
川
者
群
に
よ
っ
て
、
山
か
ら
そ
の
自
然
の
ま
上
の
山
ら
し

さ
が
失
は
れ
て
行
か
う
と
、
あ
る
一
部
の
潔
癖
な
登
川
家
達
が
考
へ

膝
秀
荊

郎

1９1９



そ
れ
な
ら
ば
私
達
は
何
故
に
か
く
も
弧
く
川
に
牽
か
れ
る
の
で
あ

（
識
〕
こ
し
に
い
ふ
蕊
山
と
は
、
純
粋
の
毅
山
、
職
山
の
拒
め
の
准
山
恋
い

ふ
。
即
ち
、
他
の
、
的
、
例
へ
ぱ
科
皐
的
研
究
や
狩
瀕
や
宗
教
的
苦
行
や

或
は
邸
な
る
交
通
等
に
附
随
し
て
行
は
れ
る
こ
と
か
ら
離
れ
て
、
純
然
犬

ろ
遊
戯
と
し
て
蔽
山
な
節
一
雄
的
Ⅱ
的
と
す
る
も
の
を
窓
味
す
る
Ｏ
こ
の

意
味
に
於
け
る
蓋
山
の
褒
越
は
、
交
通
の
進
達
の
如
き
総
済
的
係
作
に
原

川
す
る
以
外
に
、
古
代
及
び
中
世
に
於
て
は
決
し
て
見
出
し
細
な
か
つ
犬

、
、

と
』
』
ろ
の
、
美
な
ら
ざ
る
も
の
、
不
均
盤
な
ろ
も
の
、
処
は
よ
り
光
為
し

も
、
、

き
自
然
の
う
ち
に
美
な
溌
見
し
衣
近
代
心
の
芽
生
え
と
必
然
的
な
鮒
聯
な

も
っ
て
ゐ
ろ
Ｏ
か
、
ろ
近
代
的
な
感
払
感
怖
は
、
か
の
一
般
に
現
礎
に
洲

足
せ
る
心
、
無
限
の
探
求
心
、
不
断
の
怖
僚
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
陵
義
の

浪
漫
緋
測
の
う
ち
に
生
れ
、
こ
の
紬
祁
の
う
ち
に
生
長
し
れ
○

宅
西

灘 撫琴鼻忘鮪輔慧く輸毒身溌
るく悲行る向め依はそて１１１もくはふ疑る力、
商言志くに身てる、しは家つ、、も問もｏ
名ひを、醤のイけ一て極のこ滋軍のでの１１Ｉ
な及現とら１１１ンれつ、く口と｜際にであ（まに
登さはいなにデどにそ小かのに全あら何封
IiＩれしふい登イもはれ数らあ１１１くれうでし
家るて甚かるピ、、にの答る登１１１ば。あて
もこゐだら理ジだ蓋は堂へ疑り登、殊らそ
明とる漢で１１１ユいＩＩ１まＩＩｊら間をり何にうれ
かの一然あなアた家た家れで行そをそか程
に甚つとるんりいに＋がるあつの蒜のｏに
次たのしｏか〆１１１共分稀揚るてもん１１１こも
の少絶たそはチ登迩なに合ｏゐので登の激
如い体、し老ツリす理しはしるに１１１り疑し
く理的してヘクとる曲力、極か登理へが問い
言ｉｉｌな力、、たないとの譜めも１１１解な大は熱
つな理しそともふこあいてそ者のどき樋意
ての’'’一れしのもろるて少れ自な行なくと
ゐでの而がてでののこゐいに身いく凧．蒋惟
るあ外に唯もあが錐となｏ鋤・で人の難迩機
･るには行敢る、獄でいそしす達かと｛こと
ｏ，極きへかもなあの０）てらばと苦誰を
我更めたてらと気ろで鮎、しかい術も脇ｕ
岡にてい公、も礎ｏあにＩi'［ばりふとがけ

２０ ．－２０一

露

り
、
ま
た
或
る
人
達
は
、
川
登
り
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ク
ス
に
は
頓
若
な

く
唯
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
蓮
動
と
し
て
や
っ
て
ゐ
る
人
も
あ
る
。
こ
の
や

う
に
川
盗
り
に
鋤
す
る
考
は
人
に
依
て
非
常
に
異
っ
て
ゐ
る
し
、
ま

た
そ
の
山
登
り
の
上
に
於
け
る
態
度
傾
向
と
い
ふ
や
う
な
も
の
も
か

な
り
祁
異
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
結
局
は
如
何
な
る
登
山
家
に

と
っ
て
も
、
か
の
し
イ
バ
ー
ン
の
い
ふ
や
う
に
「
山
は
軍
な
る
言
莱

に
依
っ
て
言
ひ
表
は
さ
れ
る
に
は
、
除
り
に
も
微
妙
に
登
山
許
の
心

に
ま
で
親
は
し
い
も
の
」
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。



ｄ
壱
一

房

目等
に
様
狩
の
も
の
が
存
在
す
る
川
盗
り
の
』
フ
ヘ
に
於
て
、
川
盗
り
そ

の
も
の
を
理
解
す
る
に
も
、
ま
た
私
向
身
山
登
り
を
行
ふ
上
に
も
、

か
な
り
多
く
役
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
信
ず
る
。
例
へ
ば
、
如
何

に
名
登
山
家
に
依
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
登
山
の
態
度
傾
向
が
異
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
何
故
に
多
く
の
盗
川
の
形
式
が
存
在
す
る
か
と
い
ふ
こ

と
な
ど
も
、
そ
の
動
機
に
針
す
る
正
し
い
理
解
な
く
し
て
は
到
底
よ

く
説
明
さ
れ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
盗
山
の
諸
形
式
は

そ
の
動
機
の
必
然
的
な
表
現
で
あ
り
、
そ
の
態
度
傾
向
等
は
お
の
づ

か
ら
動
機
に
依
っ
て
規
進
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
私
は
こ

上
に
少
し
く
川
登
り
の
動
機
に
就
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
忠
ふ
。

×

い
っ
た
い
、
山
登
り
は
精
祁
を
爽
快
に
す
る
と
か
、
志
操
を
雄
健

に
す
る
と
か
、
意
志
を
堅
伺
に
す
る
と
か
、
或
は
ま
た
身
確
の
健
康

を
も
た
ら
す
と
か
、
そ
う
い
ふ
や
う
な
極
め
て
蒋
通
に
椎
識
的
に
老

へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
詔
は
ば
登
山
の
功
利
的
な
立
場
は
し
ば
ら
く
お

い
て
、
純
粋
の
川
登
り
に
於
け
る
動
機
と
な
る
も
の
に
は
、
更
に
よ

り
内
而
的
な
精
祁
的
な
多
く
の
要
素
が
在
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
認

め
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
私
自
ら
の
貧
し
い
川
へ
の
経
職
か

ら
、
そ
の
川
登
り
の
動
機
と
な
る
べ
き
要
素
の
幾
つ
か
を
、
現
在
で

口
一２１

一
‐
私
達
が
川
へ
登
る
の
は
、
つ
ま
り
川
が
好
き
だ
か
ら
登
る
の
で

あ
る
、
登
ら
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
か
ら
蓋
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
山

に
登
る
か
、
好
き
だ
か
ら
壷
る
。
答
は
簡
軍
で
あ
る
Ｏ
し
か
し
夫
で

充
分
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
。
そ
し
て
こ
の
短
い
言
葉
は
、
永
い
継

購
の
上
に
た
っ
て
填
資
の
登
山
満
の
心
を
い
っ
た
薩
だ
意
味
深
い
言

葉
で
も
あ
る
の
だ
。
笹
際
、
い
ま
現
に
川
に
登
っ
て
愉
し
ん
だ
り
苦

し
ん
だ
り
し
て
ゐ
る
登
山
者
に
と
っ
て
、
そ
の
山
蓋
り
の
理
由
が
ど

う
で
あ
ら
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
ど
う
で
も
い
い
こ
と
な

の
だ
。
何
故
と
い
っ
て
蝦
令
そ
の
山
登
り
が
如
何
な
る
形
の
も
の
で

あ
っ
た
に
し
ろ
、
彼
は
い
ま
彼
の
も
つ
そ
の
山
盗
り
か
ら
最
も
大
き

な
喜
び
を
見
出
し
さ
へ
す
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
。

け
れ
ど
も
、
私
は
以
前
か
ら
考
へ
て
ゐ
る
の
だ
。
な
る
ほ
ど
自
己

の
山
へ
行
く
理
由
な
ど
は
、
殊
更
に
公
表
し
な
く
て
も
よ
い
で
あ
ら

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
己
の
、
更
に
ひ
ろ
く
一
般
の
川
に
蓋
る
理

由
を
考
へ
て
み
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
寧
ろ
登
山

者
自
身
に
と
っ
て
は
甚
だ
役
立
つ
場
合
が
あ
る
、
と
。
少
く
と
も
私

自
身
の
経
験
に
於
て
は
、
Ⅲ
登
り
の
動
機
と
、
及
び
そ
れ
と
の
開
聯

に
於
て
そ
の
内
容
本
質
に
封
す
る
正
し
い
理
解
を
も
つ
と
い
ふ
こ
と

は
、
も
と
ノ
、
そ
の
内
溶
の
極
め
て
複
雑
で
、
そ
の
態
度
傾
向
形
式



は
次
の
如
く
考
へ
て
ゐ
る
。
価
し
、
私
が
こ
こ
で
取
扱
ふ
川
盗
り
の
劉

稲
と
し
て
の
山
は
、
鍬
に
氷
野
に
被
れ
た
揃
川
や
雌
商
の
技
術
を
必

要
と
す
る
附
難
な
器
川
な
ど
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
よ
り
低
い

平
易
な
川
々
や
更
に
Ｒ
術
私
達
の
一
円
の
行
楽
の
掛
稲
と
し
て
選
ば

れ
る
手
近
な
丘
な
ど
に
至
る
ま
で
を
含
む
と
こ
ろ
の
庇
い
意
味
に
於

、
、

て
の
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
以
下
に
川
ひ
る
ｎ
然
な
る
一
一
一
一
ｍ
葉
は
そ
の

ま
ま
戒
ち
に
山
な
る
言
葉
に
依
っ
て
置
き
換
へ
ら
れ
て
少
し
も
さ
し

つ
か
へ
な
い
の
で
あ
る
。

盗
山
の
動
機

一
、
純
粋
に
生
理
的
な
も
の
。

イ
、
ｎ
然
の
健
康
な
ら
茶
無
に
剥
す
る
都
命
生
添
群
の
趨
向
。

ロ
、
純
粋
な
生
理
的
肉
体
的
な
解
放
通
勤
を
欲
す
る
も
の
。

ハ
、
不
断
の
連
績
的
な
生
活
勢
働
に
よ
る
疲
鍔
の
回
復
休
養
Ｏ

こ
れ
ら
に
就
い
て
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。
最
後
の
場
合
は
多

く
精
紳
的
の
そ
れ
で
あ
る
。
即
ち
近
代
的
ル
ナ
バ
ー
ク
や
澗
場
の
雰

園
気
に
於
て
は
到
底
満
足
さ
れ
得
な
い
こ
こ
ろ
が
、
川
添
に
蹄
み
入

る
こ
と
に
依
っ
て
は
じ
め
て
○
．
具
一
一
ｃ
一
①
一
・
２
の
状
態
を
継
峨
す
る

の
で
あ
る
Ｏ

二
、
極
め
て
素
朴
な
る
感
怖
に
於
て
鮒
に
、
然
を
惟
れ
る
こ
こ
ろ

ト
寸

三
、
自
然
に
鋤
す
る
宗
教
的
な
惟
傑
。

如
何
な
る
民
族
に
も
共
通
す
る
雌
も
原
始
的
な
感
怖
で
あ
る
。
例

を
飛
脚
に
と
れ
ば
、
昔
か
ら
右
名
な
川
の
始
ん
ど
総
て
の
山
頂
に
存

在
す
る
祁
耽
は
、
こ
れ
の
雌
も
頴
著
な
表
現
で
あ
る
。
且
つ
ま
た
そ

れ
ら
の
商
山
の
最
初
の
登
山
者
も
恐
ら
く
行
考
や
修
験
考
達
で
あ
っ

た
で
あ
ら
う
。
ｎ
衣
で
六
根
満
浄
を
鴫
へ
な
が
ら
登
る
風
習
は
今
日

も
な
ほ
残
っ
て
ゐ
る
。
伽
し
今
日
の
不
二
誰
御
獄
誹
等
の
連
中
の
盗

川
は
、
主
と
し
て
行
梁
を
節
一
義
的
な
側
的
と
し
て
ゐ
る
の
は
明
か

で
あ
る
Ｏ

川
、
文
明
人
の
心
に
滞
在
す
る
原
飴
へ
の
脈
趨
。

野
鍍
へ
の
若
返
り
で
あ
る
。
国
。
冨
○
旨
冒
．
ｃ
で
あ
る
。
蒲
川
欣

、
、
、
、
、
、

一
氏
は
氏
自
身
の
川
へ
蓋
る
理
由
と
し
て
、
こ
の
自
然
に
か
へ
る
こ

と
と
、
第
一
の
簸
後
の
場
合
の
ｏ
ｃ
ｇ
）
一
：
］
・
の
筈
の
要
求
の
二
つ
を

桑
け
て
ゐ
る
。
（
石
川
欣
一
氏
著
「
山
へ
入
る
円
」
六
二
頁
参
照
）

五
、
ア
イ
ン
ザ
ー
ム
カ
イ
ト
を
憧
れ
る
心
。

こ
の
孤
猫
性
へ
の
憧
れ
の
弧
弱
の
程
度
は
、
個
人
の
性
絡
素
変
に

依
っ
て
群
し
く
異
る
Ｏ

六
、
逃
避
的
な
無
も
ち
。

悲
棚
的
な
厭
仙
的
な
人
生
棚
か
ら
。
之
は
殊
に
東
洋
人
に
多
い
。

’
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四
一
＆
己

に
琴
へ
る
の
は
、
例
へ
ば
初
登
山
初
登
塞
等
の
場
合
に
こ
れ
が
電
要

な
動
機
と
し
て
働
く
か
ら
で
あ
る
。

十
一
、
蓋
商
欲
と
へ
Ｉ
エ
ン
ワ
ル
デ
ル
ル
ス
ト
。

こ
の
二
つ
は
封
京
的
に
老
へ
る
よ
り
も
寧
ろ
ヘ
ー
エ
ン
ワ
ル
デ
ル

ル
ス
ト
即
ち
福
き
枇
界
へ
の
憧
れ
は
既
に
そ
れ
白
身
盗
商
欲
に
包
括

さ
れ
る
も
の
と
琴
へ
る
方
が
安
俄
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
と
な

れ
ば
登
商
な
る
概
念
は
あ
ら
か
じ
め
商
き
伽
界
を
般
定
し
て
ゐ
る
か

ら
で
あ
る
。
而
し
て
登
商
欲
に
は
肉
体
的
と
精
祁
的
の
雨
方
而
が
琴

へ
ら
れ
る
。
勿
論
街
隙
に
吾
々
の
登
揃
欲
を
そ
そ
る
も
の
、
ま
た
は

蕊
瓶
の
過
程
に
於
て
は
こ
の
二
つ
を
離
し
て
老
へ
る
こ
と
は
不
可
能

ず
が
た

で
あ
る
。
が
卵
平
に
精
祁
的
な
そ
れ
の
護
展
せ
る
姿
加
と
し
て
「
理
想

へ
の
憧
僚
」
な
る
鞭
笹
を
も
理
解
し
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
正
し
い
窓

味
の
「
登
価
に
依
る
自
我
の
砿
張
」
と
は
、
こ
の
姿
加
に
於
て
眺
め

ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
ご
聖
．
画
の
一
・
的
（
一
＄
届
の
黒
の
馬

「
心
の
山
」
と
は
こ
れ
の
一
つ
の
異
っ
た
表
現
に
外
な
ら
な
い
。

十
二
，
敢
て
苦
痛
困
難
を
繰
腫
せ
ん
と
す
る
こ
こ
ろ
。

替
捕
は
そ
れ
が
雌
後
ま
で
苦
捕
と
し
て
終
る
も
の
と
、
快
感
に
卿

身
す
る
場
合
の
二
つ
が
あ
る
。

十
三
、
美
的
感
情
の
充
足
。

回

‘ｎ
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桃
陀
の
入
山
、
西
行
の
旅
、
長
明
の
方
丈
生
活
等
は
こ
の
頴
著
な
例
でｊ

あ
る
。
こ
れ
よ
り
も
更
に
軽
い
圭
皿
心
味
に
於
け
る
も
の
は
、
第
一
の
ハく

に
包
含
さ
れ
る
。

七
、
自
然
に
渋
り
或
は
造
通
す
る
こ
と
に
依
っ
て
粘
祁
的
な
打
峨

に
原
因
す
る
塞
心
を
盤
し
充
さ
ん
と
す
る
こ
こ
ろ
。

ｊ

、
、
、
、
１
、
、
、
、

こ
れ
は
勿
論
六
と
は
異
る
。
叉
、
特
殊
な
、
念
激
な
叉
は
睡
烈
な

く

』
７

桁
祁
的
打
雅
と
い
ふ
こ
と
に
依
っ
て
、
厳
密
に
は
一
の
ハ
と
価
別
さ

く
く

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

八
、
未
知
の
地
に
封
す
る
好
奇
心
。

人
間
の
木
能
的
な
心
理
で
あ
る
。
個
人
の
経
験
に
於
て
も
、
ま
た

歴
史
の
上
に
於
て
も
、
こ
れ
の
瓢
蒋
な
結
果
た
る
聯
疫
に
乏
し
く
な

い
Ｏ而

し
て
弓
曽
一
身
言
．
旨
さ
（
英
国
人
は
こ
れ
を
弓
震
一
旦
曾
旨
一
．
巽
と
戒

課
し
た
）
さ
ま
よ
ひ
歩
き
に
封
す
る
憧
れ
を
分
析
し
て
み
る
と
、
狸

弱
の
差
こ
そ
あ
れ
、
以
上
の
諸
要
素
が
そ
の
主
要
な
動
機
と
し
て
兄

出
さ
れ
る
。

九
、
倒
険
心
。

十
、
征
服
欲
。

こ
れ
は
次
の
盗
商
欲
と
密
接
な
開
係
に
あ
る
が
、
特
に
こ
れ
を
別



△
ら

場
合
を
燕
し
て
ゐ
る
と
暇
定
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
組
合
せ
に
依
っ
て

極
め
て
多
種
多
様
の
動
機
が
生
れ
て
来
る
課
で
あ
る
。
そ
し
て
か
く

の
如
き
多
稚
多
様
な
る
動
機
は
名
個
人
に
依
り
、
史
に
厳
特
に
い
へ

ぱ
個
々
の
登
山
に
於
て
縄
て
異
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
そ
の
動
機
に
依

存
す
る
と
こ
ろ
の
登
山
の
態
度
傾
向
等
が
個
々
の
場
合
に
於
て
そ
れ

ぞ
れ
異
っ
て
く
る
の
は
噛
然
で
あ
る
。
而
も
狂
際
に
勝
っ
て
は
か
か

る
心
理
的
な
動
向
ば
か
り
で
な
く
、
山
岳
そ
の
も
の
の
種
類
形
態
及

び
季
節
的
像
件
に
支
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
必
然
的
に

紹
来
さ
れ
る
山
登
り
の
複
雑
性
と
愛
異
性
と
多
様
性
に
割
す
る
理
解

も
，
こ
こ
に
ま
で
考
へ
今
笹
迩
ぶ
こ
と
に
依
っ
て
極
め
て
癖
易
に
な
っ

た
と
忠
は
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
一
つ
の
理
解
に
達
す
る
こ
と
が
‐
私

の
こ
の
川
盗
り
の
動
機
に
鋤
す
る
考
察
の
主
な
側
的
な
の
で
あ
る
。

（
一
九
三
○
・
八
・
十
五
）

鼠

2４塑

・
側
然
美
、
山
岳
美
の
澗
蛍
に
依
る
錐
的
感
情
の
充
足
と
揃
揚
。

十
山
。
川
に
於
て
経
験
せ
る
危
険
群
捕
倣
謀
等
を
一
聯
の
情
緒
の

う
ち
に
回
想
し
て
愉
し
ま
ん
と
す
る
こ
こ
ろ
。

こ
れ
は
結
果
か
ら
見
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
枕
し
い
恕
出
が
、

時
に
は
唯
そ
れ
の
み
が
再
び
山
に
行
か
し
め
る
動
機
と
な
る
場
合
も

し
ば
し
ば
経
職
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

×

私
が
い
・
ま
こ
こ
に
考
へ
得
る
場
合
は
以
上
に
識
き
る
が
、
こ
れ
ら

が
溌
川
家
自
身
の
意
識
に
現
れ
る
場
合
と
、
無
意
識
の
う
ち
に
漠
然

と
働
き
か
け
る
場
合
が
あ
る
。
即
ち
石
川
氏
に
於
け
る
如
く
向
ら
の

山
に
登
る
理
由
を
明
か
に
認
識
し
得
る
場
合
と
，
登
山
者
自
身
に
於

て
そ
の
盗
山
の
動
機
を
明
確
に
は
柿
へ
得
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
何

と
な
れ
ば
、
あ
る
一
つ
の
川
登
り
に
於
て
、
雌
に
こ
れ
ら
の
諸
要
素

の
う
ち
の
あ
る
唯
一
つ
の
み
が
そ
れ
の
動
機
を
形
づ
く
為
場
合
も
あ

ら
う
が
、
多
く
の
登
山
に
於
て
は
、
否
む
し
ろ
殆
ん
ど
総
て
の
場
合

と
い
っ
て
も
差
支
な
い
程
、
そ
れ
ら
の
諸
要
素
の
幾
つ
か
が
、
そ
れ

ら
を
ば
分
析
解
明
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
位
に
ま
で
維
然
と
一
つ
に

融
合
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
於
け
る
動
機
を
成
し
て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
若
し
以
上
私
の
列
架
し
た
も
の
を
以
っ
て
縄
て
の
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後
按
札
幌
ス
キ
ー
聯
服

一
月
二
十
五
冊
。
二
十
六
Ｈ

全
北
海
通
ス
キ
ー
選
手
椎
大
命

主
催
北
海
．
迩
聴
山
岳
含

後
援
札
幌
ス
キ
ー
聯
服

二
月
九
日

全
北
海
逆
中
等
窮
校
勤
抗
ス
キ
ー
競
技
含

主
催
北
海
ク
ィ
ム
ス
耐

後
援
札
幌
ス
キ
ー
聯
照

二
月
十
一
側
。
十
五
円
。
十
六
円

秩
父
商
松
雨
宮
殿
下
御
来
遁
記
念
大
倉

主
催
札
幌
ス
キ
ー
聯
淵

札
幌
ス
キ
ー
聯
盟
の
異
常
な
る
活
動
。

上
記
の
五
つ
の
競
技
合
を
見
て
目
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
札
幌
ス
キ

竜一

昭
和
五
年
の
札
幌
。

そ
れ
は
何
と
云
ふ
ス
キ
ー
競
技
に
悪
ま
れ
た
年
で
あ
ら
う
。

一
〃
十
二
日
に
開
催
せ
ら
れ
た
揃
松
嵩
記
念
飛
躍
蕊
開
き
を
皮
切

り
と
し
て
，
二
月
十
一
日
、
十
五
円
、
十
六
円
の
三
日
間
に
亘
る

秩
父
揃
松
雨
宮
殿
下
御
来
迩
記
念
大
倉
を
岐
後
と
し
て
、
五
つ
の

火
競
技
愈
が
札
幌
祁
吐
外
苑
ス
キ
ー
場
を
中
心
と
し
て
名
回
と
も
Ⅲ

出
度
く
終
了
し
た
こ
と
は
慶
識
に
た
へ
な
い
。

一
″
十
二
ｎ

商
松
宮
記
念
飛
躍
聖
開
き
大
倉

主
催
札
幌
ス
キ
ー
聯
盟

一
月
十
八
日
。
十
九
日

金
閣
大
皐
専
門
畢
核
封
抗
ス
キ
ー
競
技
大
倉

主
催
畢
生
聯
盟

札
幌
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
距
離
競
走
の

感
想
及
順
位
一
束
王

鶴

、

色

曹
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Ｉ
聯
盟
の
活
動
で
あ
る
。

ロ

札
幌
ス
キ
ー
聯
脱
の
成
立
、
尚
瀧
く
、
惟
々
一
一
一
ヶ
月
に
し
て
欠
糖

ぎ
は
や
に
来
る
大
蛎
業
を
引
受
け
て
、
二
つ
の
主
催
と
三
つ
の
後
援

を
な
し
、
し
か
も
其
の
後
援
も
事
変
に
於
て
は
主
催
に
等
し
い
も
の

で
あ
り
、
そ
の
過
亜
と
も
い
ひ
た
き
仕
小
を
持
排
職
で
兄
躯
背
興
ひ

切
っ
た
聯
盟
、
の
献
心
的
努
力
は
全
く
兄
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
熱
心
を
以
て
盆
々
聯
盟
の
結
束
を
岡
く
せ
ん
こ
と
を
切
望
す
る

恵
溌
肌
冗
天
候
Ｏ

前
シ
ー
ズ
ン
の
未
曾
右
の
大
雪
の
あ
と
を
う
け
て
、
今
シ
ー
ズ
ン

は
雲
不
足
の
蝶
を
か
な
り
覗
く
耳
に
し
た
様
で
あ
る
。
札
幌
測
候
所

の
報
併
で
は
平
年
と
は
大
差
な
し
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
雲
は
昨
年
よ
り
は
少
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
た

め
に
競
技
倉
に
も
差
支
へ
る
と
云
ふ
様
な
こ
と
は
金
然
な
か
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
例
年
吹
零
で
慨
ま
さ
る
上
札
幌
と
し
て
は
、
め
ず
ら

し
く
も
吹
雪
の
需
無
と
云
ふ
好
傑
作
に
、
献
雲
の
状
態
を
雌
も
良
好

な
ら
し
め
、
。
恐
ら
く
今
年
の
競
技
含
位
悪
ま
れ
た
年
は
な
く
、
叉
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
競
技
賭
冊
の
天
候
筑
況
、
雪
質
に
於
て
良
か
つ
た
こ
と

は
全
く
そ
の
前
例
を
兄
ぬ
，
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

走
路
に
就
い
て
。

－－

在
来
の
札
幌
の
走
路
は
す
ゐ
分
永
い
こ
と
例
年
川
ひ
ら
れ
て
来
て

ゐ
た
。
進
だ
し
い
の
に
な
る
と
六
年
も
川
ひ
た
と
云
ふ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
コ
ー
ス
が
と
て
も
平
易
に
と
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
，
札
幌
と
云
へ

ば
誰
も
が
腫
先
に
平
易
な
コ
ー
ス
と
、
好
記
録
と
、
馬
力
の
選
手
を

想
像
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
一
而
地
力
に
出
て
よ
の
成
紘

芳
し
か
ら
ず
、
地
方
の
あ
な
ど
り
を
受
け
た
こ
と
は
、
少
く
と
も
円

本
ス
キ
ー
界
の
中
心
と
な
る
べ
き
要
素
を
充
分
持
っ
て
居
る
札
幌
と

し
て
心
外
に
耐
え
な
か
っ
た
。
不
宵
私
が
係
長
と
し
て
、
そ
の
黙
に

於
て
群
心
も
し
、
在
来
の
コ
ー
ス
を
一
愛
し
て
，
新
ら
し
い
走
路
の

詣
針
を
示
す
べ
く
全
力
を
致
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
そ

れ
に
は
選
手
諸
兄
の
披
裁
も
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

叉
レ
ー
ス
に
封
す
る
一
般
人
の
迦
解
も
必
要
で
あ
っ
た
。
叉
走
路
且

を
し
て
も
走
路
は
か
く
あ
る
べ
し
と
教
へ
る
瓶
も
必
要
で
あ
っ
た
。

而
し
て
ス
キ
ー
競
技
に
於
て
雌
も
人
手
を
多
く
要
し
、
蛾
も
附
難
な

る
蛎
業
は
大
差
距
離
の
走
路
で
あ
る
。

そ
の
困
難
な
仕
覗
に
封
し
て
，
助
け
て
く
れ
る
人
の
少
き
に
比
し

て
破
壊
す
る
人
の
多
く
、
殊
に
標
示
族
を
持
ち
去
ら
れ
た
の
に
は
全

く
閉
口
、
と
も
か
く
兄
物
人
も
選
手
の
気
排
に
な
っ
て
走
路
の
手
だ

す
け
を
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
畢
生
大
曾
、
北
海
蓮
選
手
椛
人

粥
､空
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令
吟

批
年
組
浦
三
十
才
以
上

ジ
ャ
ム
プ
長
距
離

水
の
様
な
組
織
に
よ
っ
て
終
選
手
は
二
月
十
一
Ⅱ
服
午
札
幌
市
役

所
本
部
前
に
集
合
し
て
、
卿
帆
鼓
除
を
先
頭
と
し
て
ス
キ
ー
を
肩
に

欺
々
と
札
幌
祁
耐
塊
内
に
の
り
込
み
定
刻
露
ま
し
き
競
技
は
附
始
せ

ら
れ
た
。

術
日
の
特
記
す
べ
き
傑
頓
を
左
に
禍
ぐ
。

１
競
技
が
幼
、
少
、
青
、
壮
と
各
細
別
に
な
さ
れ
た
こ
と
。

２
十
八
粁
の
巾
込
多
数
の
た
め
、
名
選
手
の
雰
変
に
封
す
る
愛
化

を
少
く
す
る
た
め
に
出
装
が
三
十
秒
毎
に
、
二
橘
宛
な
さ
れ
た

こ
と
。

３
勇
雌
な
る
音
楽
隊
に
よ
っ
て
絶
え
ず
士
気
を
鼓
舞
さ
れ
て
ゐ
た

こ
と
。

生
歩
兵
第
壮
五
聯
除
の
雲
中
ス
キ
ー
渡
袴
の
畢
行
さ
れ
た
こ
と
。

凧
陽
光
を
浴
び
て
競
技
を
染
み
得
た
こ
と

記
念
大
含
大
長
距
離
競
走
の
雪
質
に
就
い
て
Ｏ

躍
生
大
介
、
北
海
謹
選
手
椛
大
含
、
中
等
皐
核
捌
抗
競
技
命
と
い

づ
れ
の
大
含
も
終
始
良
雲
変
に
悪
ま
れ
、
塗
蝋
術
、
滞
走
術
に
於
て

平
凡
と
申
し
た
い
位
、
一
定
不
愛
の
状
態
に
お
か
れ
て
ゐ
た
。
こ
う

樹

2７ 2７

倉
、
中
等
蕊
校
大
倉
、
梅
様
デ
ー
と
、
塔
回
怖
に
順
を
進
ふ
て
走
路

は
難
か
し
ぐ
探
ら
れ
て
ゐ
た
う
ち
で
も
二
月
十
六
ｎ
の
、
三
五
蕪
米

の
走
路
に
あ
っ
て
は
雌
も
傑
出
せ
る
も
の
で
あ
る
と
忠
ふ
。

新
例
を
開
い
た
記
念
大
倉
。

記
憶
に
新
た
な
る
昭
和
三
年
二
〃
二
十
二
ｎ

秩
父
宵
殿
下
の
御
来
遊
な
ら
び
に
昭
和
四
年
一
月
十
七
ｎ

商
松
梅
殿
下
の
御
来
遊
を
永
久
に
記
念
し
奉
る
大
命
で
あ
り
、
毎
年

其
の
記
念
す
べ
き
二
月
一
一
十
二
日
を
中
心
と
し
て
全
蓮
災
を
梁
け
て

健
全
な
る
精
祁
及
身
体
の
鍛
錬
を
計
る
を
、
的
と
し
て
開
催
せ
ら
れ

競
技
細
織
に
於
て
模
範
的
内
容
を
右
し
て
居
り
、
其
他
、
施
設
の
鮎

に
於
て
、
北
欧
の
長
を
探
川
し
て
本
邦
に
於
け
る
好
例
を
示
し
て
届

た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
。

競
技
組
織
幼
年
組
（
満
十
一
才
’
十
四
才
迄
）

ジ
ャ
ム
プ
皿
綱
汁
一
一
一
碁
川
什
に
抄

少
年
純
（
満
十
五
才
’
十
七
才
迄
）

ジ
ャ
ム
プ
長
距
離

青
年
組
（
満
十
八
才
’
二
十
九
才
迄
）

ジ
ャ
ム
プ
火
長
距
離
、
長
脈
離
、
椎
合



(浦15オー17オ】

し
た
災
献
態
の
円
の
競
技
と
云
ふ
こ
と
は
札
幌
の
ど
の
競
技
倉
も
の

記
録
を
商
め
た
。
け
れ
ど
も
一
方
毎
年
の
競
技
倉
が
堆
良
な
籾
零
歌

態
の
一
月
に
の
み
畢
行
さ
れ
て
来
た
開
係
上
、
そ
の
粉
雪
以
外
の
雪

礎
に
剥
す
る
唯
蝋
及
滑
走
術
に
於
て
極
め
て
お
く
る
よ
の
虚
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

而
し
て
大
長
距
離
競
走
の
常
川
の
等
質
は
可
成
り
の
鍵
化
を
多
分

に
特
し
て
居
り
、
塗
蝋
に
於
て
は
勿
論
の
こ
と
滑
走
術
に
於
て
非
常

な
る
愛
化
を
火
し
て
ゐ
た
と
忠
ふ
。

職
昨
の
雲
礎
に
は
少
く
も
Ⅲ
種
の
状
態
を
其
の
走
路
の
位
避
に
よ

っ
て
保
た
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
粒
炊
弊
の
状
態
が
可
成
り
に
北
倣
の
雲

変
に
似
通
ふ
て
ゐ
た
様
に
思
れ
た
。

加
ふ
る
に
走
路
が
六
ケ
欺
く
な
っ
て
ゐ
た
た
め
に
選
手
諾
荊
は
随

分
州
背
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
が
、
ス
キ
ー
の
鼠
の
力
並
と
云
ふ
も
の

は
こ
う
し
た
鞭
雑
な
肱
態
の
畔
に
於
て
表
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

意
味
か
ら
し
て
本
道
に
於
け
る
選
手
の
順
位
は
此
の
大
倉
に
よ
っ
て

決
せ
ら
る
上
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。

術
、
例
年
北
海
逆
に
於
て
は
二
月
十
日
を
境
と
し
て
雪
磁
に
非
常

な
愛
化
を
火
し
、
二
月
下
旬
の
零
礎
及
状
態
が
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
大

倉
の
諸
状
況
と
大
塗
よ
く
似
て
居
る
の
で
あ
る
。

』
卜

噂

ノ『ｸｑｑ

Ｊ,{３ 同御火遁記念大命

川場務１２名途

18kｍデイスタンスレース記錐表昭和5年２月1111〔午後1時30秒川凌〕

2Ｓ

中棄雛４穂Ｉ

３１二111イノI･藤雅男’１．３′｜型2'57'''1.39'57''|不リ」

順位|所脇|姓痛|鵬溌崎刻|到茄時間|所要'聯間際ﾉ淵成談畑位|備考
１１－巾｜林俊夫｜I。４′’2.37'46'｜］｡33'46'''1.52'20〃 少年組

８１二中｜曇lrI正夫1.3'’3.3''7'''2.0''7'''2.4'0"

７１札鍛安遜菰光’１．３'30'''2.58'41"'１陰55'11'''1.59'０〃

２１〃佐藤外｜］。］′’２°38′１'''１．３７′１'''1.50'30〃

2８

６１二中１１１口孝１１．１''|型9'１５''mq48'.15'''1.57'０〃

５１〃毛内正’’’６''|型9'17"|皿3'17'''1.58′０〃

４１北'1』山口正一’１．４'30'',２浬6.38'''１池'８'''1.57'30〃



1.22’

ｒ26'

]｡23'30‘』

村木慶三

中山二郎
ぢ
ぷ
、

1.19‘ 2.545L'‘

2.52,13'’

3.4.55'‘

３．３．５６‘’

３．７'22''

3．１２３０．１

2.21'30ﾉノ

2９

竹内濡雄 3.11.57‘’
-

3.16.43.』

]o41S27'′

]°5‘蝿3''

1,56,10．ノ

1・58,39,Ｊ

良

6)f､ー 勺．⑨｡'ノ
ーリゴーーJ

2e52,53.’

2°８'０'ノ
ー

２．９．０〃

川敦 1.31'22,Ｊ''２１’

－ー

1e21'30.’

青年組

大
大
鍛
大
師
大
Ｏ

北
北
北
札
北
札
北

１
－
２
－
３
４
ｌ
５
－
６
ｌ
７
ｌ
８
－
９
ｌ
ｍ
、
一
吃
一
旧
一
隅
一
腸
一
陥
一
Ⅳ

２．２．１４．'

ず~5詞

郵25'50,’

北海鋲
イムス

1.31023'』棚橘卓郎 (漁18オー29オ）

〔浦30オ以上〕
州揚若』塙

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

三角山

」塾農獅2.13.0'′

－

２．１'

2.58.31'１ １．３２．１'ノ

1.32.46''

1.33.5‘’

IIj村新一郎 1ヮ26'30.’

1.13'30'‘

1.19.

芳挫随太郎 M1：年紐

2･46'16,‘
－

2.52,5ノ

蒋西催阿郎

2.17′

2.10,30．‘

2.19''

2旗29,'

奥井由雄

3.3.56'’

3。｣ｒ割''

3.21'52'’

3°38.50〃

1.25.30‘

1.9.30.‘

1.16’

1。３０２６．』

長容川‘腫吾

ｒ35.51'ノ安孫子六郎

天候

1･22.

1.19.30'』

1.18.

逆鵬 型ｉ－垂二
針生鮭

1.38.13.‘長川光男 1.14’

1.25'30''

1.2.1.30.'

1.型，

]｡17′

1.16.30'‘

I｡｣３‘中野

峨無風城淵十4。

1.39.25'‘

]｡39'26'’

1.43’２２‘

禰塚正雄

膿

三上勝雄〃

埠笈

状況

18

河原武雄榊
一
搾
却
一
秘
一
椛
一
蛙
一
獅
一
唾
一
抑

涯友

脚4.30.‘

炭山博

尼II1義雄

森徳一

]°４５．４′
-

1.47′９''

3.1.34'’

一‐－

３．９．９.』

9.11,

3.16'30'』

２．１６’

-

2,,20.30‘’

2。20.

開１．１勢

”

2｡１６′
-

2.17.25''

1.917'］ｌ'』３．１３．１１.ノ開岡郎

牙
向

3.15.40.1



ﾛ

４．｜〃’猶下9.48′｜ｉ回''10'''3.33'1()'’１０郡‘

３５ｋｍ デイスタンスレース記録表昭和5年２月１６１１〔午前]0時1分出淡〕

１３１逆臓｜耐｢１１僻韮’１０.型′’3.27'14'′5.314'''12.24′’１。2S'′

11.45′’1.00'00．'

3ｃ

２５１北｜街原｜ユ0.9．’１．．１０‘56'’3.31'56'''１１｡｣5’

順位|脈鮒|姓我|鵬謹時刻|到茄'咋刻|所要時間|概螺|蒜蝋|伽考

開催ロ昭和5年l〃181FＩ

１3.畑40"|u､47′｜不リ｣|蒲蕊聡１１北大｜奥井山雄’10.17′12.2.40‘

１９Ｊi１．淵IlMfllO．

21三菱!ul雌光不’０．２，｜鄭3020.14．r20･lI2ol]2．５６

11.57'30''１．６’３，｜,｡262,,,'3.23.2,,,'１，．５‘

11.58'’１．６’

３１北ｉＩ１ｌ北IiＩ正潔’１０｡]5′ｌ２ｗＷ３７'′４｡‘''37'illo47′｜]2q‘虹′

25'K左臓I蝋紙

４－１１１｜佐藤砕介’10.Ｍ.′’２．２１'](j'''４．７'16'''11.52.ｉ12°53‘

不良〔ウヰンドグラスト〕

５１札商｜後藤民捌’10.36′’２柵'６'''４．１２．６'''12.23’’’'21'1０．，

灘|所脇|妙橘'1M蕊時刻|到淵嵯刻|所蕊時川脇蝋
201肌｜枇山|Ｗ4.’１．２‘26"'3．”"liloIy

雲愛

状況

６－ilnlilI川Ｉ叫郎’10.13’’2.29'22.''４｡16.22'''11‘52′’12'47′

3０

７１北大｜小舘爽一’１０．８’’2.26'50''4.1850.''11｡‘(9′’１２｡50‘

途中爽椛７箱

81が黄､l村木慶三'１０．'’2.39'48.14.30.4s''11.52”'''2.57′

40ｋｍ ディスクンスレース言B錐表

■

』
Ｇ
卓
》 ９１北大｜黒川数’10.33’’３｡‘lL'59'''4.31'59.''12.4,12°59’

第三同畢生大稗

１２･１０'１０.'：1.20’

101三jYlIlIl漉谷幸之進’１０°23′’2.56'９'''４．３３'9.112‘’１．８’

１４１Ｘ､S､｜土岐幸二郎｜］0.27′３c32'４．′５．５．‘１．''1”5.30.''１，３７'40'‘

天候

''|北奄B|杉村凧次郎''0'25'’3.550"4.4050112.s・’Ⅲ]5'20”
１２１北ＩＩｊｌｎ沼三郎’10.10’｜:〕｡12'２'''５．２．２''12.6’’１°]5'10'’６

川場若２１名

lXL

第一回御来迩記念大含

崎後小等



ァ
「
ぬ

５〃｜Ｕ納持”9．’１．３８．６”郷9.6'''１]。］′’11.58.30.'’1.1〃

3１

2’北_|小餓'0.5''1｡"１s1竺竺§j”ツ|竺 9.30.'｜不明

３］

'４¥’11,口｜，･5ｓｌ'｡３３３１"3Ｗ３１''|ｌｉｏ０･''2.430ﾂ｜'・皿

５１１北｜武野｜”5′’4.23,57'''1.28.57''’3.50．’１(）’〔〃〕

３０１法｜今村2.34,｜盤’'40''ilo27‘40.′３．２８．’９１（複〕

２９法小松|]Oﾂ3.lio5i洲.:lS561]!｡｣Ｓ'13.皿３０１１．２ワ

３６１〃｜締方2.40'１４９６'36"|］９２(;.:)6.'’３３４，’８

－

〔複）

２６１リｊｌ後藤｜］0｡｣0.1.52.30''3.4230.''11.16．’12.1.1L’’１．３０‘

３３１〃｜安準２・87′’４．８'33''i］｡26.33'’３．２０′’７

１２１リｊｌ憐川’216′’３‘12.33''’1.26.33''｜：)。８’’７

2２北’１１Ｊ村｜］０．６’’１｡51'37''|“5.37'''１１°９.l12olo．”8．
■

■

２２１〃｜常村’226’’3.51'35．'|］｡25'35''’３。20．’６１〔〃〕

６１〃｜安孫子9.50.1.36'24'1:剣6理'|］0.58．’11.58．’１．１７’

〔〃〕３９１〃｜奥非’2.43'’４．５'４１'’１°22.41''’3.35’’５

〔〃〕

ハチｑｑ

ｊﾉ１３

４３１北｜難Ｉｌｌｌ型7′’４．８.]4"ilc21'Ｈ''’３‘'31′’４

〔〃〕

２３１リ１１鈴木ｉｌＯｏ７’’1.59.18.′3,52.18.'|］1.17′’12.17'30.'｜不肌

１６１〃｜矢鰹2.20′’3.4()５０'′1.20.59'′3.10．’３

３．１１１．｜鎌III9oJ7′ｌＷ１１'′3.56.11'’１１．８′’12.4’1.18.30″

早’坪 川’2.36．’3.56'13.′1.20.13'′3.30．Ｉ２１〔〃〕

〔腹〕

１〃’千葉’９．４５′血5'27'′4.-27"10.58’’11。50.｜、1.21'30'’

明｜栗谷川剛３１４．２．４７"|'｡!"7'''3．楯

所脇|姓箔|川淡時刻|到蒋時刻|脈婆時間|M総頚威縦順位|備考繍
匡

２７小撤北村’１０．１１′’2.26.51"4.15‘51'''11.29′’12.37′不朋

４
Ｆ途中棄椎早大１輪明大３名

天候一一快一IIIIi鍬瀧－１０・（･8$0ｍｍ少雌良醗笈

状況

開催ロ昭和5年Ｕｊｌ８Ｉｌ

堆良

１８ｋｍ・ デイスクンスレース言日錐表

回畢生大倉（雛裡）



ー

3２

妓艮

1'１｜北

1.57′５．′3.20．’２９

1.52.47''’３｡｣６．’２Ｓ

宮木’2.15'’3.4520.‘ 1.3020''１３．１０′’１１ 〔核〕

(〃〕

1.36‘3s'’3.2j(2.Ｉ２０

1｡30.25''’３°24’’１２

”Lフ
ＱＤ－』

1.30.37''’３．４’’１３ 〔複〕

r’５５．５．|･'

(核〕

1°30.56.'’３弧7′’１４

２９．３.'

２８'２９.'

27′５８シ
月０．２‘l’

1｡３１２９‘'’3.31′｜」５ 〔複〕
－■－－－一ロ

１．５２．１１''

３４１小隙｜他地’2.38.ＭＰ9.49.’ 1.31.49′３‘'33．’１６

2S’４３.'

80′43.′

25.45.′
27'０''

1.｣i１．大組

|#＃
2.明大組

|識
3.北大組

ｌ滞Iリ
Ⅷ猟

》
｜
》
｜
岬

睡
‐
岬
一
‐
陣

山
一
非
一
場

奥
一
宮
一
馬

鼎
一
法
一
鼎

訂
一
妬
－
１

1.33.2判紙〕8．’１７ (複〕

リレーレース

4．法大組１A1人所要時所要時

傭＃妻毒…
5.小隊高商組

|灘I灘…
６．１１大紐

憧：灘…

1.33'50.｜：).416’１８ 〔〃〕

畢生大食３２km・

個人所要時所要時
２８′３''

２８．３０'′
３８，３''１．５２，２'
２７′２６'′

1.36'１４．１３°３’ １９ 〔複〕

氏
よ
幹

、上’２．７′’４･４．５.’

８１小隙山木’２”．’3.52'２.‘

雲興

肱況

1.37.10'3.38．’２１

４
丑

１９１小紘小畑’2.23’４．１′７'‘ １．３８．７′3922．’２２

天候

吉川’2.52．’４°31'46" 1.39'46''’３．５２．１２３|坐l－１Ｌ 〔複〕

山吉’２。l]′’4.3.47〃

雌典

途11'爽椛明大４稀鄭修大ｌ病小撤商商１名

1乳０．２.'’３．１３，’２４
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”
且
名

「
ス
稀
ｌ
ジ
ヤ
ム
ビ
ン
ゲ
』
に
就
て

．
『
口
宅

Ｊ
●

水
稲
ば
本
年
二
月
二
十
四
口
“
”
か
ら
八
日
剛
方
．
ス
側
に
於
て
開
催
の
悶
際
ス
キ
ー
聯
脱
総
命
皿
並
に
倒
除
ス
キ
ー
逃
繋
椎
大
命
へ
列
席
の
砺
御
川
溌
の
数

冊
前
旅
の
準
備
に
お
忙
し
い
な
か
を
先
生
か
ら
「
山
と
ス
キ
ー
」
の
称
か
ら
川
肱
し
祇
艇
川
戸
七
郎
氏
藩
「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
」
に
封
し
て
寄

せ
ら
れ
れ
も
の
で
あ
る
が
、
「
山
と
ス
キ
ー
」
二
〃
雛
刊
行
後
に
論
い
れ
の
で
其
の
職
に
な
っ
て
ゐ
れ
の
を
本
誌
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
菰
。
（
蝿
）

．
「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
ピ
ン
グ
」
（
大
正
十
二
年
）
が
出
た
頃
．
と
比
べ
る
、
と
現
在
の
日
本
ジ
ャ
ム
プ
競
技
は
驚
く
べ
き
進
歩
を
遂
げ
て
居
る
。

そ
の
頃
の
堆
商
記
録
が
壮
一
米
で
あ
る
の
に
七
年
後
の
現
在
で
は
四
十
米
・
と
な
っ
て
届
る
。
叉
間
定
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
数
も
そ
の
頃
は
小
規
棋

の
も
の
が
一
二
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
が
現
在
で
は
四
十
米
以
上
飛
べ
る
蕊
は
帯
ス
キ
ー
の
中
心
地
に
一
つ
は
あ
る
、
と
云
ふ
打
様
で
あ
る
。

此
の
数
字
を
兄
る
・
と
日
本
の
ジ
ャ
ム
プ
界
が
図
際
的
に
見
て
加
溌
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
と
思
は
れ
る
が
、
、
さ
ぅ
窓
易
く
梁
槻
は
出
来
な
い
。

進
歩
に
は
準
備
が
肝
心
で
あ
る
。
殊
に
ジ
ャ
ム
プ
競
技
に
あ
っ
て
は
技
術
の
練
腰
も
必
要
で
あ
る
が
、
シ
坪
ン
ツ
ェ
の
推
進
及
び
そ
の
手
入

れ
に
つ
い
て
の
根
本
的
準
備
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
廻
確
没
に
四
十
米
も
ジ
ャ
ム
グ
を
す
る
や
ぅ
に
ジ
ャ
ム
パ
ー
を
養
成
す
る
に
は
先
づ
シ
ャ
ン
ー

ッ
ヱ
を
作
る
べ
．
き
で
あ
る
。
恐
ら
く
よ
い
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
自
然
に
よ
い
ジ
ャ
ム
バ
ー
を
作
っ
て
呉
れ
る
で
あ
ら
う
。
３句。

よ
い
継
造
の
聖
は
よ
い
設
計
譜
を
要
求
し
、
よ
い
手
入
れ
は
よ
き
特
理
者
を
必
要
、
と
す
る
。
而
し
て
筏
理
者
を
助
け
る
た
め
に
は
ジ
ャ
ム
パ
ー

ー
及
び
一
般
ス
キ
ー
家
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
愈
重
に
封
す
る
理
解
を
術
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ジ
ャ
ム
プ
の
技
術
に
つ
い
て
は
今
日
本
は
悩
ん
で
居
る
状
態
，
と
兄
ら
れ
る
。
昨
今
漸
く
弧
い
蹄
切
り
の
必
要
を
痛
切
に
感
じ
て
も
そ
の
矯
め

に
薪
陸
不
安
定
の
結
果
忠
は
い
不
壁
を
取
る
が
如
き
、
、
一
種
の
過
渡
期
に
あ
る
、
も
の
，
と
察
せ
ら
れ
る
。
此
の
如
き
時
期
が
短
か
く
迦
’
り
過
ぎ
る

聯
、
と
は
信
ぜ
ら
れ
る
が
、
早
く
、
此
の
域
を
脱
し
て
欲
し
い
。

・
昨
年
大
倉
男
の
招
鵬
に
依
‐
り
諾
威
か
ら
へ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
一
行
が
来
て
日
本
の
ス
キ
ー
界
に
典
へ
て
呉
れ
た
大
き
な
教
訓
は
ジ
ャ
ム
プ
の
み

に
限
ら
な
い
が
此
の
方
面
に
は
特
に
そ
の
影
鯉
が
大
き
い
。
同
中
尉
の
設
計
に
よ
っ
て
衆
シ
ー
ズ
ン
に
は
図
際
的
の
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
出
現
す
る

筈
で
あ
る
。
．
従
っ
て
進
歩
し
た
技
術
を
い
く
ら
で
も
使
へ
る
場
所
に
は
塀
を
峡
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
．
と
同
時
に
之
を
保
椛
し
維
持
を
す
る
鰯

め
に
吾
が
ス
キ
ー
界
、
特
に
札
幌
ス
キ
ー
家
は
大
い
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

蒋
考
歴
Ⅲ
譜
は
ヘ
ル
セ
ッ
ト
中
尉
一
行
を
案
内
し
日
本
の
帯
ス
キ
ー
地
で
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
新
設
叉
は
改
造
を
貸
地
に
兄
、
叉
競
技
命
の
椿
判
、
、

進
行
、
組
織
に
開
す
る
充
分
の
智
識
を
綴
得
じ
て
居
る
。
そ
の
上
著
者
は
か
つ
て
欧
洲
名
地
の
ス
キ
ー
．
競
技
場
を
兄
て
来
て
居
る
の
で
そ
の
瓶

蒋
を
傾
け
た
本
番
は
現
在
の
ス
キ
ー
界
に
、
と
づ
て
不
足
の
紬
を
補
っ
て
呉
れ
る
に
祁
述
な
い
と
信
ず
る
。
必
ず
や
本
譜
が
よ
き
加
談
測
手
、
．
よ

き
指
導
者
‐
と
な
る
平
‐
と
願
っ
て
此
の
推
薦
の
言
葉
を
連
ね
る
課
で
あ
る
。

木

原

均

Ｊ
ｊ
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秩
父
宮
家
御
用
室
沼
小
屋

秩
父
の
宮
さ
ま
の
御
思
沼
に
よ
っ
て
、
宗
沼
識
の
中
腹
万
計
沼
湖

畔
に
建
て
ら
れ
た
ヒ
ュ
ッ
テ
は
昨
年
高
松
の
宮
様
が
御
来
迩
遊
さ
れ

親
し
く
開
所
式
に
臨
ま
れ
て
名
を
裳
沼
小
屋
と
御
命
名
に
な
り
、
其

の
上
設
備
品
と
し
て
数
々
の
品
物
を
宮
さ
ま
よ
り
構
理
を
御
任
せ
に

な
っ
た
北
大
ス
キ
ー
部
に
封
し
て
御
下
賜
に
な
っ
た
こ
と
は
、
雑
誌

「
川
と
ス
キ
ー
」
に
霧
き
ま
し
た
が
、
更
に
此
湖
畔
を
訪
ふ
人
々
の

偏
に
こ
の
秩
父
宮
家
御
用
の
小
屋
を
本
年
二
月
十
一
日
よ
り
開
放
下

さ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
既
に
衆
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
未
だ

御
承
知
な
い
方
の
た
め
に
、
使
用
規
程
、
使
用
者
心
得
並
に
宣
蒋
式

の
模
様
と
今
日
迄
の
使
川
者
の
人
数
等
に
つ
い
て
左
に
御
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
■
■
■
、
■
ｂ
■
■
■
■
□
■
□
■
町
■
■
■
町
町
■
■
■
■
町
曲
印
■
■
。
■
印
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
言
■
君
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
一
一
句
■
■
■
■
■
■
■
曲
■
■
《

雑
録

画
甲
■
■
二
■
■
■
■
■
■
■
●
●
由
●
■
凸
■
■
■
■
今
■
■
■
■
■
ロ
■
一
一
ｍ
■
■
■
■
■
■
●
■
■
申
■
■
■
■
■
■
’

宣
誓
式

秩
父
常
家
御
用
空
沼
小
屋
を
御
開
放
下
さ
る
こ
と
に
走
り
、
本
年

二
月
十
一
日
小
屋
の
前
、
万
計
沼
湖
上
に
於
て
、
大
野
北
大
ス
キ
ー

部
長
並
に
開
係
者
一
同
参
列
の
も
と
に
遥
拝
式
並
に
宣
誓
式
を
躯
行

し
た
。

崩
睡
匙
凹

午
前
七
時
一
同
湖
上
に
盤
列
し
て
、
宮
城
に
向
っ
て
遥
邦
を
な
し

凹
歌
「
誰
が
代
」
を
二
暇
の
後
天
皇
呈
脹
陛
下
の
絢
歳
を
三
鴫

秩
父
宮
同
妃
殿
下
の
寓
歳
を
三
鴫
、
商
松
宮
同
妃
殿
下
の
蒋
歳

を
三
鴫
し
て
使
川
審
総
代
北
海
蓮
帝
凹
大
畢
々
生
宇
都
宮
揃
宣
拝
を

な
し
て
式
を
閉
づ
。吉
型
垂
●
唖

殿
下
の
特
別
の
御
思
僑
に
よ
り
て
本
日
よ
り
私
共
ス
キ
ー
仲
間
に

空
沼
小
屋
を
御
開
放
下
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。
私
共
は

今
後
小
屋
使
用
規
定
並
に
使
川
者
心
得
を
確
く
守
る
こ
と
を
遥
に

御
霧
ひ
巾
上
げ
ま
す
。

Ｉ
使
川
肴
規
定

雄
一
催
空
沼
小
雌
ハ
衡
家
ノ
思
召
ニ
ョ
リ
一
定
ノ
手
続
チ
認
テ
之
チ

使
川
ス
ル
コ
ト
チ
符

雄
二
妹
小
膝
使
川
希
望
券
ハ
北
海
迩
帝
剛
大
畢
丈
武
愈
ス
キ
ー
部
挺

ニ
ッ
キ
間
上
合
セ
ス
ベ
シ

雄
三
催
小
催
使
川
チ
川
願
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
所
定
ノ
噸
諜
チ
ス
キ
ー

部
長
二
差
出
シ
使
川
許
可
縦
チ
受
〃
ベ
シ
右
許
可
鐙
チ
右
ス
ル
券
一
一

ア
ラ
ザ
レ
パ
小
腫
チ
使
川
ス
ル
コ
ト
チ
得
ズ

錐
四
像
小
臆
ノ
使
川
ハ
許
可
識
ノ
指
定
ス
ル
期
間
内
一
一
限
ル
仰
シ
止

ム
チ
得
ザ
ル
郡
山
（
例
へ
（
天
候
病
菜
蝶
）
一
言
リ
使
川
ガ
期
間
外

二
亘
ル
ト
キ
ハ
使
朋
洲
ノ
上
述
一
一
肌
川
デ
桁
側
チ
受
ク
ペ
ジ

錐
五
峰
小
屋
使
川
渚
ハ
次
ノ
使
川
料
チ
納
付
ス
ベ
シ

間
十
一
月
一
日
至
六
月
三
十
日
一
人
一
日
一
一
付
金
武
拾
五
銭

口
七
月
一
Ⅲ
至
十
〃
三
十
一
口
一
人
一
，
二
付
金
拾
銭

3Ｊ 3４



よ
し

呼
可
且九

、
小
雌
使
川
料
ハ
前
納
ト
ン
一
旦
納
付
シ
荻
ル
使
川
料
ハ
事
由
ノ
如
何

チ
問
ハ
ズ
之
レ
チ
返
付
セ
ズ

一
○
、
交
付
チ
受
ヶ
謀
ル
鍵
ハ
大
切
二
取
扱
上
小
催
使
用
涜
後
ハ
直
チ
ニ
返

却
シ
使
用
状
況
チ
報
告
ス
ル
コ
ト

ー
ー
、
失
念
共
他
散
ナ
ク
ジ
テ
所
定
ノ
期
、
二
鍵
チ
返
却
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
共

期
間
ノ
使
川
料
チ
追
徴
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
ン

Ⅲ
使
用
許
可
願

察
沼
小
屋
使
用
許
可
願

一
、
使
用
期
間
自
昭
和
年
月
日
至
昭
和
年
月
口

シ
使
川
シ
参
ル
モ
ノ
ハ
必
ズ
手
入
チ
ナ
シ
所
定
ノ
場
所
二
雛
頓
シ
縦

ク
コ
ト

岡
、
火
鋪
ハ
特
二
注
意
ス
ペ
シ

ィ
就
推
ノ
際
ハ
禰
燐
ス
ル
コ
ト

同
階
上
並
二
確
蕊
ノ
上
ニ
テ
喫
畑
セ
ザ
ル
コ
ト

ハ
小
雌
使
川
沸
後
ハ
媛
鯉
ノ
残
火
チ
充
分
一
一
澗
火
ス
ル
コ
ト

ニ
布
油
共
他
燃
ェ
易
キ
モ
ノ
ハ
火
鉱
一
一
近
付
ケ
ザ
ル
コ
ト

ホ
其
他
火
器
チ
川
ユ
ル
ト
キ
ハ
注
意
ス
ル
コ
ト

ヘ
山
火
一
一
注
意
ス
ル
コ
ト

流
、
燃
料
共
他
チ
濫
挫
セ
ザ
ル
コ
ト

六
、
退
去
一
一
際
ジ
テ
ハ
拭
諦
除
チ
ナ
ジ
窓
及
入
、
ノ
戸
締
チ
厳
亜
ニ
ス
ル

コ
ト

セ
、
附
近
ノ
森
林
チ
損
傷
セ
ザ
ル
コ
ト

八
、
使
川
老
舗
簿
一
一
ハ
一
行
ノ
氏
名
到
論
及
川
溌
ノ
年
肘
、
時
刻
共
他
行

程
滞
在
ノ
状
況
チ
主
勝
者
チ
先
一
一
シ
以
下
順
次
概
略
チ
．
記
入
ス
ル
コ

3５ 一
句
７
Ｊ

錐
六
係
一
風
納
付
シ
タ
ル
使
川
料
ハ
郡
山
ノ
如
何
チ
間
ハ
ズ
之
レ
チ

返
附
セ
ズ

節
七
催
小
雌
使
川
譜
ハ
充
分
歌
山
及
ス
評
－
ノ
純
験
ア
ル
審
夢
ル
チ

要
シ
共
一
行
中
ヨ
リ
主
鵬
考
一
編
チ
定
ム
ベ
ジ
而
シ
テ
右
主
脳
希
ハ

同
行
表
ノ
小
雌
使
川
一
一
鮒
シ
共
近
二
任
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

錐
八
催
使
川
チ
許
可
セ
ラ
レ
荻
ル
渚
ハ
特
二
禁
止
セ
ラ
レ
荻
ル
小
雌

ノ
部
分
及
ピ
術
付
器
典
チ
除
キ
ー
切
チ
使
川
ス
ル
コ
ト
チ
得

節
九
侭
使
川
器
ハ
使
朋
券
心
得
チ
厳
守
ス
ペ
ジ

錐
十
係
同
宿
新
多
キ
場
合
ニ
ハ
小
雌
ノ
使
川
二
閥
ジ
テ
ハ
主
脳
審
洲

互
二
於
テ
之
が
協
定
チ
ナ
ス
ベ
シ

節
十
一
催
故
意
又
ハ
過
失
ニ
ョ
リ
小
雌
又
ハ
術
舶
チ
殴
批
シ
荻
ル
薪
ハ

排
償
チ
ナ
ス
ベ
ジ

節
十
二
像
使
渚
ハ
使
川
渚
稲
簿
一
一
所
定
ノ
記
入
チ
ナ
ス
ベ
ジ

第
十
三
催
使
川
満
ノ
上
ハ
流
二
使
川
許
可
読
卜
共
二
鍵
チ
返
却
シ
肌
シ

使
川
状
況
チ
報
告
ス
ル
チ
要
ス

節
十
四
陳
失
念
共
他
故
ナ
ク
ジ
テ
所
定
ノ
期
、
一
一
鍵
チ
返
却
セ
ザ
ル
ト

キ
ハ
共
期
間
ノ
小
雌
使
用
料
チ
遁
徴
ス
ル
ゴ
ト
ァ
ル
ペ
ン

節
十
五
催
小
雄
ノ
使
川
ニ
開
シ
不
都
合
ノ
庭
蛎
ア
リ
荻
リ
ト
認
ム
ル
ト

キ
ハ
術
後
ソ
ノ
同
行
者
ノ
加
入
ス
ル
一
行
ノ
小
雌
使
川
チ
許
可
セ
ザ

ル
コ
ト
ア
ル
ペ
ジ

空
沼
小
雌
擁
理
審
癖
蝋
神
噸
畔
崎
蹄
ス
軸
輪
窪

Ｉ
使
用
粁
心
得

一
、
謙
譲
ノ
徳
チ
守
り
肇
山
逝
徳
チ
亜
ン
ズ
ル
コ
ト

ニ
、
小
姥
内
ニ
テ
ハ
脆
靴
ス
ル
コ
ト

三
、
小
雄
ノ
内
外
及
諸
物
船
ハ
努
メ
テ
清
潔
チ
保
チ
汚
損
セ
ザ
ル
様
留
意



第

△
使
．
用
人
員

聞
く
所
に
よ
れ
ば
昭
和
五
年
二
月
十
一
側
聞
所
以
来
間
．
八
月
二
十

ｎ
迄
使
用
許
可
を
さ
れ
た
も
の
は

（
■

ｔ
》
．
種
別
・
‐
・
使
川
人
員
使
川
延
人
員

官
公
吏
二
六
八
人
五
七
○
人

蕊
生
一
五
一
人
三
七
○
人

其
‘
・
他
七
五
人
一
三
○
人

訓

四
九
川
人
．
；
一
、
○
七
○
人

以
上
の
如
く
井
川
の
光
柴
に
浴
し
た
も
の
が
多
数
に
上
っ
て
ゐ
る
。

△
ヘ
ル
ヴ
エ
チ
ア
ヒ
ュ
ッ
テ
訪
問
人
員
数

へ
ル
ヅ
エ
チ
ァ
ヒ
ュ
ッ
ー
プ
（
一
九
二
七
年
秋
落
成
）
訪
問
粁
数
は

雌
初
の
年
一
九
二
八
年
分
を
牌
て
Ⅲ
と
ス
キ
ー
誌
上
に
報
僻
し
ま
し

た
が
弦
に
一
九
二
九
年
分
と
共
に
併
せ
て
報
杵
す
る
こ
と
ｋ
し
ま
す

元
一
一
八
年
元
元
年
元
一
一
八
年
元
元
年

一
月
四
九
五
一
七
月
三
四
一
三

二
月
七
六
七
三
八
月
三
三
二
二

三
月
六
二
七
一
九
月
四
二
五
三

四
月
一
一
三
二
五
十
月
七
九
五
三

五
月
八
二
五
十
一
月
二
一
一
一
三

六
月
三
○
一
四
・
十
二
月
，
二
五
七

合
計
四
八
三
四
二
○

（
ヘ
ル
ヴ
エ
チ
ア
ヒ
ュ
ッ
テ
符
理
者
）

一
、
使
用
者
（
住
所
‘
・
職
業
へ
或
は
所
脇
閲
総
、
、
氏
謂
）

空
沼
小
臆
使
用
規
定
並
一
一
使
用
満
心
得
テ
厳
守
可
致
候
間
小
屋
使
川

御
許
可
祁
成
度
此
段
及
御
願
候
也

昭
和
年
月
、
…
一
ｒ

、

、
側
″
職
業

雅
鵬
将

…
一
ｒ

Ⅲ
″
職
業

誰
明
群

北
海
道
帝
側
火
単
文
武
術
ス
キ
ー
部
長
殿

側
に
使
用
許
可
を
得
た
い
方
は
、
上
描
の
使
川
規
定
、
使
川
帝
心

得
を
承
知
の
上
直
接
北
大
ス
キ
ー
部
長
に
御
和
談
の
上
使
川
許
可
願

を
提
出
さ
れ
る
の
が
都
合
が
よ
い
。

そ
し
て
ま
た
こ
の
小
屋
は
十
五
六
人
位
の
楕
泊
は
出
来
る
が
希
望

者
が
多
い
か
ら
や
は
り
一
組
五
六
人
以
下
の
穣
度
で
申
込
ん
で
貰
ひ

た
い
と
管
理
者
の
方
で
希
望
し
て
居
り
ま
す
Ｃ
勿
論
、
飾
り
な
ら
ば

幾
人
で
も
差
支
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

像

木
曾（１）
ノ、

や
山

と
雪
の
含

含
１

「
川
と
弊
の
含
」
卜
稲
ス

3６3６



Ⅲ
渓
き
り
○
三
毎
西
宮
咽
琴
．

ハヴ課ノヤジ0句ハっ戸

』,１３到&班３第
十
一
擁

十九八

催峰係

昭賛本並木本木
（１）和助′含二含含含

徒雌男五ラ．ハ其ノニハ
願年仰種ノ継顧毎
六ギ々庇饗問月

１m：１，１：１W： 月韮ノ告ハーテー
ニ本事料含置回
十金業及挫ク第

木河小旗松蝋並渡徳細林稲間六トーど及二
日ナヨ賛ピ水
ラスリ助刊雁

木泉方井・遊川川川以得金行Ｉ:Ｉ
右悌河テタテノ二

原
術木ル以蒋例

盆テ緋ィ(nＴ侭ｒｒＩ

八養護１１！‘Ｉ，赦秀三次 ノ金支雑テ
剣並排誌開

均助雄侭郎郎功郎親立夫械立二スノク
１１右寅

殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿Ｉ、志上
スノ金

【
〃
０3７

第
二
係
本
含
ノ
目
的

一
、
「
山
岳
」
卜
「
ス
キ
ー
」
一
一
開
ス
ル
研
究
調
査
及
奨
脇

一
、
「
川
添
」
卜
「
ス
キ
ー
」
一
一
側
ス
ル
黄
料
蒐
集
並
一
一
岡

蒋
及
博
物
館
ノ
設
置

第
三
係
水
禽
ハ
左
ノ
八
橘
テ
以
テ
組
織
ス

大
野
粘
七
川
崎
奔
雄
庇
肌
戸
七
郎

伊
藤
豊
次
伊
藤
秀
五
郎
悔
橋
昂

小
川
玄
一
長
野
寛

第
川
惟
木
曾
ノ
、
的
ラ
達
ス
ル
潟
一
一
左
記
覗
業
テ
行
う

一
、
雑
誌
「
山
と
雪
」
ラ
毎
月
一
回
一
日
一
一
溌
行

一
、
必
要
一
一
鵬
ジ
雑
誌
刊
行
以
外
一
一
「
山
岳
」
卜
「
ス
キ
ー
」

一
一
開
ス
ル
各
種
ノ
覗
業
ラ
行
う

第
五
篠
木
曾
ノ
事
務
所
テ
札
幌
市
北
二
僚
西
十
三
丁
目
一
番
地

一
一
瞳
ク

第
六
篠
木
含
二
代
表
者
一
名
ラ
澄
ク

代
表
者
北
大
教
授
大
野
粘
七

第
七
係
木
含
二
韮
覗
一
名
一
プ
置
キ
命
員
指
導
ノ
下
一
一
森
務
テ
虚

理
ス

主
事
長
野
寛



山
と
罫
の
命
の
仕
郡
に
つ
い
て
行
方
而
か
ら
照
衡
が
あ
り
ま
し
派
が
、
何

れ
次
溌
あ
詑
リ
に
謹
表
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

創
刊
雛
に
描
戦
の
喋
定
で
あ
つ
飛
商
椛
稗
典
の
「
ス
キ
ー
保
存
法
の
一
考

察
」
は
印
刷
の
都
合
で
次
銃
に
褐
戦
す
る
こ
と
に
し
誰
。

此
の
「
山
と
罫
」
を
誠
ま
る
、
方
に
謝
し
て
、
山
儒
と
ス
キ
ー
に
剛
す
る

御
霧
稿
と
鰯
填
や
焚
料
を
提
供
し
て
い
た
ば
く
こ
と
を
特
に
希
望
し
ま
す
Ｏ

本
命
の
創
立
並
に
本
誌
溌
行
に
際
し
て
特
に
祁
僻
な
い
た
ｖ
い
表
、
左
の

方
冷
に
鋤
し
て
深
く
感
洲
し
ま
す
。

舞
柵
長
足
惣
助
殿
長
岡
松
木
詳
之
七
殿
祁
岡
竹
内
亮
殿

札
幌
柏
木
民
次
郎
殿
西
宮
川
上
二
郎
殿
東
京
山
田
力
殿

祁
戸
池
川
川
一
一
殿
維
太
鈴
木
偏
三
股
京
都
今
西
釧
司
股

樺
太
町
村
節
郎
殿
山
形
殴
江
明
殿

札
幌
市
長
橋
本
正
治
殿
、
仙
砺
前
川
利
男
殿
は
Ⅱ
下
御
旅
行
中
に

て
、
御
通
知
に
接
し
な
い
け
れ
共
、
近
く
御
承
諾
下
さ
る
こ
と
Ａ
恩

ひ
ま
す
。

此
の
外
に
、
進
築
家
ヒ
ン
グ
ー
氏
、
北
大
教
授
グ
ブ
ラ
ー
氏
、
戯

迩
教
習
所
の
大
谷
雄
三
郎
氏
は
夫
れ
ノ
ー
木
含
の
創
立
に
際
し
て
特

別
な
好
意
と
援
助
を
帝
せ
ら
れ
た
。

◇
寄
贈
並
新
着
園
書

武
川
久
吉
著
尼
瀬
と
鬼
怒
沼
束
木
梓
禅
房

辻
村
伊
助
著
ス
ウ
ィ
ス
日
記
同

辻
村
伊
助
著
ハ
イ
ラ
ン
ド

同

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス

大
日
本
棚
琴
ｎ
余
ｍ

Ⅲ
と
旅
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ク
ラ
ブ

尚
塵
沸
、
⑪

§

◆
一
山
と
ス
キ
ー
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

唯
今
左
の
雛
数
の
残
本
が
川
と
ス
キ
ー
の
整
理
委
貝
の
手
許
に
あ

り
ま
す
。
御
希
望
の
方
に
は
一
部
送
料
共
金
三
拾
銭
で
喜
ん
で
御
頒

ち
し
ま
、
す
。

節一年、

〔１‐15）8.12.15．

第二年側
〔16-26〕19.20.21.22.23.24

２５．２６．

節三年目
（27-37)27.28.29.30.35.37.

節PLI年日
〔38-49〕36.40.41.42.43.44.

45.46.47.48.４９．

第五年目
（50-60〕５１．５３．５４．５５６０．

節六年目
〔61-72〕61.62.63.64.67.68.

69.70.71.72．

錐七年日
〔73-83〕73.74.75.76.77.78.

79.80.81.82.８３．

節八年目
〔84..94〕84.85.86.87.88.90.
91.92.93.94．

第九年目
（95-100)96.97.98.99-100.

；
3s§



●
．
ｒ
一
勺
４
毎
二
■
ロ
ロ
率
》

御
希
望
の
方
は
振
粋
、
応
小
樽
八
四
九
五
番
札
幌
市

北
一
一
像
西
十
一
一
一
丁
目
一
番
地
「
山
と
雲
の
倉
」
宛
に

御
巾
込
と
側
時
に
御
振
込
下
さ
い
○

二
百
阿
十
頁

四
六
判
別
刷
鰯
反
版
三
十
二
葉

挿
入
剛
版
四
十
除
固

定
償
金
壷
園
五
拾
銭

蓬
料
拾
試
錐

’
’
１

１
：
！

．
Ｉ

本
詳
は
ス
キ
ー
競
技
に
於
て
雌
も
重
要
な
ス
キ
ー
ジ

ャ
ム
プ
の
一
切
を
解
説
し
、
且
つ
団
際
ス
キ
ー
競
技

倉
に
於
け
る
ジ
ャ
ム
ブ
競
技
の
状
況
を
詳
説
し
て
あ

り
ま
す
。

鋲
匿
蝿
鱈

山
と
ス
キ
ー
の
曾
刊
行



雀

ユ

ＩｉｌｉＩｌ
●′今

Tlﾘ：

アメソカ直輸入

ヒツコヅ…スキー識

シユブルングスキー

ラングラウフスキー

ー般用キス一

Ⅱ

芳賀ス藷＝商店

■

一

Ｆ

■

阿

角

札 幌巾

北

四丁Ⅲ

誼

スキー附属
画
緬



辻
村
伊
助
群
ハ
イ
ラ
ン
ド

オーー－

武
懸
久
吉
著
嘉
新
週

芥四四六八七京束替脹

恭瓦七七二両刺話篭

I逼田祁市京東

四町賀叩北房 善梓：

一
・
三
○

迭
・
○
六

尼
潮
さ
鬼
怒
淵

初
め
て
尼
瀬
走
訪
ふ

尼
瀬
再
探
紀

尾
潮
を
め
ぐ
り
て

春
の
尾
瀬

秋
の
尾
瀬

要
『
｛
一
『
一

三
・
○
○

迭
・
二
七

ｌ
＆
・
狩
誤
噂
１
垂
奔
凡
咽
句
毒

四
六
列
．
三
七
○
重

窮
興
一
○
○
枚

地
固
（
大
）
一
枚

装
岐
浦
雅

定
蹟
三
園

送
料
二
十
七
銭

敬
虚
な
る
山
岳
宗
徒
の
清
杖
は
既
に
上
高
地
に
は
印
さ
れ
な
い
。
往
昔
の
耐
河
内

を
懐
し
む
吾
岳
友
諸
兄
は
安
息
所
と
し
て
唯
一
の
榊
塊
壷
尾
瀬
を
有
っ
。
ｊ

や
、

本
書
は
高
山
柿
物
皐
界
の
至
喪
武
田
博
士
が
過
去
数
次
に
亙
る
尾
蛎
調
査
旅
行
の

所
産
に
し
て
、
紀
行
文
集
な
る
と
共
に
潰
重
な
る
畢
術
的
記
録
、
植
物
最
狐
で
あ
る
ｏ

巻
末
に
附
綴
せ
る
百
葉
の
篤
冥
は
其
鮮
一
蝿
さ
に
於
て
、
其
畢
的
債
値
に
於
て
、
正
に

世
の
驚
異
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
敢
へ
て
諸
彦
の
清
鑑
を
仰
ぐ
。

辻
村
伊
助
著
ス
ウ
イ
ス
日
記
郷
諏
釦
一
加
納
一
郎
群
氷
芭
雪
琴
拍
や

永
大
諦
師

理
畢
博
士

ｎ
本
山
岳
愈
細
山
日
記
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灘
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が
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創
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ｉ
刈
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一

元
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ｌ
；

〆ー

◆
一
‐
山
岳
」
と
一
‐
ス
キ
ー
」
に
開
す
る
御
寄
稿
と
鳶
丘

の
御
悪
迭
を
お
願
ひ
し
ま
す
。

原
稿
紙
は
御
叩
越
次
第
お
途
り
致
し
ま
す
。

◆
「
ス
キ
ー
」
を
研
究
せ
ら
れ
る
人
、
登
山
に
趣
味
浄

持
た
れ
る
方
が
一
人
で
も
多
く
お
読
み
下
さ
る
こ
と

を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

◆
原
稿
は
、
・
を
一
宇
と
し
、
行
を
更
め
る
と
き
は

字
下
け
る
こ
と
。

定
便
金
参
拾
銭

＊
前
金
御
巾
込
か
、
現
金
で
な
け
れ
ば
お
送
り
い
犬

し
ま
せ
ん
。

＊
御
錘
金
は
な
る
べ
く
振
粋
に
て
お
航
致
し
ま
す
０

重
〈
珊
分
前
金
挑
込
の
方
に
は
送
料
を
頭
き
ま
せ
ん

＊
前
金
の
切
れ
犬
時
の
御
知
ら
せ
ば
濃
後
の
分
の
包

装
に
同
封
し
ま
す
Ｏ

＊
次
の
御
逢
金
あ
る
ま
で
配
本
を
見
合
せ
ま
す
○

忘

四

Ｐ

ｌ

ｂ

Ｉ

綿
肺
需
長
野
寛

旧
Ⅲ
ｆ
識
制
識
長
野
寛

北
海
道
札
幌
市
北
一
催
西
一
一
丁
、

印
刷
所
札
幌
印
刷
株
式
愈
祇

北
海
蓮
札
幌
市
北
一
一
篠
西
十
一
一
一
丁
目

凌
行
所
山
と
雪
の
孟
自

振
替
口
座
小
樽
八
四
九
五
番

蕪
ノ

峨
湘
癖
癖
秋
皿
二
↓
七
帥
鋤
榊
（
毎
月
一
川
一
、
溌
行
）



山
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こ
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雪

１

軸
唾
砂
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一

デー＝
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昭
和
五
年
九
月
二
十
七
日
印
刷
納
本

昭
和
五
年
十
月
一
日
溌
行

声
Ｌ
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